








 

  

ブ
ロ
ッ
ク
研
修

− 112 −



 

  

 

  ６）九州・沖縄ブロック研修

 

６）九州・沖縄ブロック研修６）九州・沖縄ブロック研修６）九州・沖縄ブロック研修 

 

ブ
ロ
ッ
ク
研
修

− 113 −



 

 
  

ブ
ロ
ッ
ク
研
修

− 114 −



 

 
  

 

 
 

ブ
ロ
ッ
ク
研
修

− 115 −



 

 
 

ブ
ロ
ッ
ク
研
修

− 116 −



 

 
 

 

（５）担当役員の感想   
 
各ブロック研修の担当役員から研修実施後に受講者アンケートを踏まえて、アンケート

形式の感想を集約した。アンケート回答内容は以下の通り。 
 
北海道・東北ブロック研修担当：櫛部 武俊 

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
   ブロック別研修会の受託は確か昨年度からで初回の東北・北海道ブロック別研修は

新里理事はじめ仙台中心の実行委員会が担った。北海道が担当になった今年度は、点

在理事である私自身がコロナウイルス禍の準備・打ち合わせ・実施という点で不安が

あったこと、昨年度は全国ネット単独の委託事業であったが今年度は国の制度研修の

後期履修としても取り扱うため研修時間などに縛りがあったことに課題を感じていた。 
そこで北海道はこの５年ほど生活困窮や社会的孤立などを巡って道央（札幌とその

周辺地域）の自治体やＮＰＯなどが核になって北海道全体で官民研修を積み上げてき

た歴史と資源があるので今回その方たちの協力を第一に考え実行委員会を立ち上げた。

快く委員を引き受けていただき二回リモートによる実行員会を開催し企画を立てた。

パネルディスカッションメンバーは北海道で支援の各分野を担っている先駆的な方々

で、伝わる力があり研修を受けた方々の評価も高かった。重層的相談支援体制など新

年度の国の政策方向を身近に感じる機会、北海道・東北六県の就労準備支援事業と家

計改善支援事業実施率は高くないので理解促進のため企画した。 
国の政策は現場や自治体で様々な距離感があり自らの課題と考えているところと目

の前の相談者対応で政策どころではないというところとで受け止め方に差が出ていた。

家計改善についての理解と評価は想定通り高かった。任意事業として実施するのかは

わからないが家計相談の考え方が相談員の日々の実感に沿っているからであろう。一

方就労準備事業については三つの自立論や自尊心、尊厳などの受け止めが自治体によ

ってかなり格差があることが感想からもうかがえた。もともと取り組めていない、取

り組んでいても稼働能力の活用から抜けられない現状があるのだろうか、したがって

その評価手法についても感想の振幅が大きかったように受け止めている。 
参加者が一番満足したのはブレイクアウトルームではなかったか。当初案では全社

協の灘尾ホールで実施していたこれまでの研修を模して短い時間のグループワークを

何度も設定していたが全国ネット事務局から助言をいただき一回の設定を一時間ほど

にしたことが参加者の満足度、高評価につながった。やはりコロナウイルス禍で県内・

道内ですら交流や情報交換の場がなく支援機関・支援員も孤立しているということで

はないか。各地の方々と意見交換し参考になったという言葉でつながりを評価してい

る声が多かった。次年度も生身で参加する形よりリモートによる参加形式で実施され

る可能性が高いとすれば国研修の前期参加者のニーズを事前に把握したうえで企画を

練ることも必要かもしれない。 
余談なるが今回の取り組みを通じて北海道の実行委員やパネラーとの間に新たなつ

ながりができ実際支援の隙間を埋める事例もうまれた。このようなつながりを北海道

の財産として生かし今後の北海道内の支援者ネットワークの強化や北海道で全国ネッ

トワークの大会をリモート併用で開催する担い手がたくさんいることを確認できたこ

とが今回の主催県の担当者として一番の価値であり取り組んで良かったなと思えるこ

とである。 
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関東・甲信越ブロック研修担当：池田 徹             

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
   コロナ禍で完全オンライン研修になりましたが、200 人を超える申し込みがあり、

オンラインであることが参加者を増やした面は、確かだと思います。また、ウエビナ

ーのブレイクアウトルームの機能が、少人数でのグループワークの可能性を広げまし

た。1 ヶ所に集まるというこれまでの対面研修の良さもありますが、オンラインの研

修は、ポストコロナ時代においても有効性を発揮すると思われます。 
 一方、研修の企画、準備には一定の労力が必要で、これまでは各ブロックの理事団

体が現地事務局を担ってきましたが、今後は、当該ブロック内の会員団体が事務局を

担い、この研修が、ブロック内のより広範な交流の場になるというような企画の仕方

もあり得るのかと思いました。 
２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 

 １日目は引きこもりをテーマにしましたが、このテーマは、相談現場で現実に大き

なウエイトを占めていること、さらに、池上正樹氏の講演に大きな刺激を受けたこと

がわかります。ひきこもり支援の評価軸は「幸せになること」、「自立支援は暴力性

をはらんでいる」「生きてるだけで社会参加している」という池上氏の視点に多くの

参加者が賛同と共感を示していました。また、長野と東京の事例についても、参考に

なったという高評価を得られました。 
   2 日目のプログラムについても、全般的に高評価でした。１日目と２日目のグルー

プワークの評価に若干の差があるのは、運営方法の差かと思われます。 
３．運営面の気づき 
   声が聞き取りにくかったという感想が、若干ありました。送受信環境によるもので

す。今後は、オンラインでのコミュニケーションが拡大することになるので、相談現

場等での Wi-Fi などの環境整備が必須になります。 
   オンラインでの研修には、リアル開催とは異なる環境設定が必要で、事務局を担う

グリーンコープとそれをサポートするＣＬＣには高いスキルがありました。この２者

の奮闘がなければオンライン研修は成功しませんでした。 
   心からお礼を申し上げます。 
 
東海・北陸ブロック研修担当：原田 正樹 

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
   ブロックということを意識して、報告者はブロック内の実践者のなかから選出した。

またブレイクアウトセッションのグループ分けも、①県内、②県外、③同職種として、

参加者同士のつながりができるように工夫を行った。このことは受講生からも好評で

あった。 
   とはいえ地理的な条件を除けば、東海北陸ブロックの特有の課題として特筆すべき

ことがあるわけではなく、遠隔会議を用いた研修としては「ブロック」をどう区別化

するかが難しい。つまり他のブロック研修と比較したとき、テーマによっては、別の

ブロックでやっているプログラムを受講したいというニーズもあり、オンライン研修

であれば、居住地で制限する意味合いは低くなる。 
もしくは受講管理上、都道府県単位が必要ということでブロック研修を継続するの

であれば、逆にどのブロックも同一のカリキュラム（二日間のプログラム）として、

報告者だけを地元で工夫するなど検討する必要があるのではないか。例えば、行政報

告などはすべてのブロックで同一の時間を確保して、統一した内容をきちんと情報提

供することも必要である。 
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関東・甲信越ブロック研修担当：池田 徹             

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
   コロナ禍で完全オンライン研修になりましたが、200 人を超える申し込みがあり、

オンラインであることが参加者を増やした面は、確かだと思います。また、ウエビナ

ーのブレイクアウトルームの機能が、少人数でのグループワークの可能性を広げまし

た。1 ヶ所に集まるというこれまでの対面研修の良さもありますが、オンラインの研

修は、ポストコロナ時代においても有効性を発揮すると思われます。 
 一方、研修の企画、準備には一定の労力が必要で、これまでは各ブロックの理事団

体が現地事務局を担ってきましたが、今後は、当該ブロック内の会員団体が事務局を

担い、この研修が、ブロック内のより広範な交流の場になるというような企画の仕方

もあり得るのかと思いました。 
２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 

 １日目は引きこもりをテーマにしましたが、このテーマは、相談現場で現実に大き

なウエイトを占めていること、さらに、池上正樹氏の講演に大きな刺激を受けたこと

がわかります。ひきこもり支援の評価軸は「幸せになること」、「自立支援は暴力性

をはらんでいる」「生きてるだけで社会参加している」という池上氏の視点に多くの

参加者が賛同と共感を示していました。また、長野と東京の事例についても、参考に

なったという高評価を得られました。 
   2 日目のプログラムについても、全般的に高評価でした。１日目と２日目のグルー

プワークの評価に若干の差があるのは、運営方法の差かと思われます。 
３．運営面の気づき 
   声が聞き取りにくかったという感想が、若干ありました。送受信環境によるもので

す。今後は、オンラインでのコミュニケーションが拡大することになるので、相談現

場等での Wi-Fi などの環境整備が必須になります。 
   オンラインでの研修には、リアル開催とは異なる環境設定が必要で、事務局を担う

グリーンコープとそれをサポートするＣＬＣには高いスキルがありました。この２者

の奮闘がなければオンライン研修は成功しませんでした。 
   心からお礼を申し上げます。 
 
東海・北陸ブロック研修担当：原田 正樹 

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
   ブロックということを意識して、報告者はブロック内の実践者のなかから選出した。

またブレイクアウトセッションのグループ分けも、①県内、②県外、③同職種として、

参加者同士のつながりができるように工夫を行った。このことは受講生からも好評で

あった。 
   とはいえ地理的な条件を除けば、東海北陸ブロックの特有の課題として特筆すべき

ことがあるわけではなく、遠隔会議を用いた研修としては「ブロック」をどう区別化

するかが難しい。つまり他のブロック研修と比較したとき、テーマによっては、別の

ブロックでやっているプログラムを受講したいというニーズもあり、オンライン研修

であれば、居住地で制限する意味合いは低くなる。 
もしくは受講管理上、都道府県単位が必要ということでブロック研修を継続するの

であれば、逆にどのブロックも同一のカリキュラム（二日間のプログラム）として、

報告者だけを地元で工夫するなど検討する必要があるのではないか。例えば、行政報

告などはすべてのブロックで同一の時間を確保して、統一した内容をきちんと情報提

供することも必要である。 

 

２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 
   生活困窮者支援の幅広さから、ひきこもり、外国人、自殺防止、若者など多様な実

践者からの報告をしてもらった。多様な取り組みが聞けて良かったという意見が多い

一方で、それぞれにもっと深めて聞きたかったという意見も目立った。それぞれの任

意事業の展開のことも含めて、研修のなかでどこに焦点を当てていくか、企画の難し

さがある。 
   重層的支援体制整備事業についての関心も高く、社会的孤立を解消していくための

地域づくりの必要性が理解されているようである。ただこの分野についての具体な事

例を知りたいという意見も複数あった。 
   全体的にはオンライン研修のメリットを指摘している声が多く、移動時間や宿泊の

負担を考えると、この方式を継続してほしいという意見も多い。オンライン研修には

じめて参加した方も多かった割には、トラブルもなく苦情のような意見もなく、総じ

て好評であった。 
３．運営面の気づき 

 ZOOM による研修は一方通行になりがちなので、参加型にする意図からブレイクア

ウトセッションを活用しました。受講生からの評価は高かったのですが、運営する事

務局の負担は大きかったと思います。今回、遠隔による研修自体が大変スムーズに運

営されましたが、事前準備を含めて事務局のおかげです。 
 
東海・北陸ブロック研修担当：渋谷篤男 

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
参加者にとって身近に感じる事例・発表者ということで、シンポジウムはブロック

内の実践者に登場してもらったが、これの効果はあったと感じている。ただ、通常で

あれば、直後の質問や名刺交換等ができるところができなかったのは、残念であった。

そういう点では、プログラムを減らし、質疑応答の時間を十分にとった方がよかった

かもしれない。 
ZOOM での会議実施は、良い点、悪い点があり、ZOOM 実施を今後も行うかどう

かは判断がつかない。今回、実施できていないところが多かったという県段階の研修

と仕訳を十分し、ZOOM 研修にあったものをブロック研修で実施するという整理は可

能かもしれない。 
２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 

アンケートを見ると、確かに知りたいことはさまざまであるとあらためて思った。

ただ、それを受け入れるだけにしてしまっては、時間の制約もあり、ブロック研修の

役割、焦点を明確化することが大事ではないかと思った（これは各県の研修が実施で

きなかったことの影響かもしれないが）。 
ブロック研修は、先進的な事例を中心に、そこから学び、また、参加者がお互いの

課題を出しあう、ということを基本に据えた方がいいのではないか、と感じたところ

である（これは、優れた事例を選びやすいという点から ZOOM での研修が適してい

ると考える）。 
生活困窮者自立支援事業が応えるべきニーズをしっかり把握する（しっかり把握し

ている人の話をきいてもらう）という点では、企画の狙いは成功したと考えている。 
３．運営面の気づき 

非常に適切な配慮をしながら運営していただいたと思う。あわせて、ZOOM による

研修の運営がいかにたいへんかをあらためて感じた。登壇者の ZOOM 慣れが進んだ

としても、運営側の負担は変わらないだろうとも思った。 
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 近畿ブロック研修担当：生水裕美              

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
   近畿ブロック研修では、滋賀県庁職員の協力を得ることで、会場の手配や県内各市

町や関係機関への周知を行ってくれたことで、全国各地に比べても、自治体職員の参

加率が高い状況となりました。講義内容には、制度設計に欠かせない視点や情報も多

くあったところから、今後の制度運用において役立つものになったのではないかと思

います。また、10.5 時間という相当詰め込んだ時間配分にもかかわらず、最後に笑顔

で手を振りながらオンラインから退出される様子は、とても爽快でした。 
２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 

10.5 時間という相当詰め込んだ時間配分は、疲れたと思います。アンケートにもあ

るように、今後やるならば、休憩時間をこまめにとるなどの配慮が必要だったと反省

です。 
グループトークは、多くの方が満足されていたようですので、今後も取り入れてい

ければと思います。 
３．運営面の気づき 

グループトークでは、誕生日を使って司会者を決めてもらいましたが、それもなか

なか決まらず時間が過ぎてしまったグループのあったようですので、段取りよく時間

を使うためには、一定ファシリテーターが必要かな、と感じました。 
 
近畿ブロック研修担当：西岡正次 

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
  ◎リモート形式は集合形式に比べ受講しやすく受講層も変化したのではないかと思う。 
  ◎受講しやすさを考慮すれば、事業の企画調整担当あるいは相談支援の経験や課題意

識等を踏まて、受講の動機・目的別にカリキュラムを編成するなどを工夫し受講し

やすくすることも考えられる。そうするとブレイクアウトルームの活用も広がるの

ではないか。 
２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 
  ◎近畿ブロック、九州・沖縄ブロックでは、就労支援の活動・事業について体系的に

理解し改善する枠組みを提案させてもらったが、さまざまな意見等をいただけた。

感謝します。 
好事例とされる活動や事業の報告が受講者の自治体や地域あるいは団体にどのよう

に受け止められ参照されるのか、カリキュラムや情報発信等を工夫できないかとい

う問題意識からである。 
  ◎例えば、就労支援に期待される役割が変わり、「求職活動ができる状態」だけでな

く、個々の職業生活（キャリア）の模索・形成に寄り添う支援が問われるようにな

っている。施策としても就労準備支援や就労訓練、支援付き短期雇用、職業紹介、

定着支援などの一連の機能・役割が言われ、活動や事業もさまざまに展開されてい

る。 
◎そうした機能・役割等を意識した取組みが、①個別相談支援における効果や手法に

関わる内容なのか ②就労支援の活動・事業を分担する団体運営レベルの内容なの

か あるいは③制度に基づく事業のほか他の制度等による活動・事業も含めた地域

全体の現状や課題（就労支援のインフラ的な内容）なのか、などを分けて、好事例

等の話題について交流や議論を深めること可能であろう。ウイズ・コロナ、アフタ

ー・コロナを考えれば、事業や活動を企画調整する自治体等の担当間での交流や議

論を期待したいと思う。 
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 近畿ブロック研修担当：生水裕美              

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
   近畿ブロック研修では、滋賀県庁職員の協力を得ることで、会場の手配や県内各市

町や関係機関への周知を行ってくれたことで、全国各地に比べても、自治体職員の参

加率が高い状況となりました。講義内容には、制度設計に欠かせない視点や情報も多

くあったところから、今後の制度運用において役立つものになったのではないかと思

います。また、10.5 時間という相当詰め込んだ時間配分にもかかわらず、最後に笑顔

で手を振りながらオンラインから退出される様子は、とても爽快でした。 
２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 

10.5 時間という相当詰め込んだ時間配分は、疲れたと思います。アンケートにもあ

るように、今後やるならば、休憩時間をこまめにとるなどの配慮が必要だったと反省

です。 
グループトークは、多くの方が満足されていたようですので、今後も取り入れてい

ければと思います。 
３．運営面の気づき 

グループトークでは、誕生日を使って司会者を決めてもらいましたが、それもなか

なか決まらず時間が過ぎてしまったグループのあったようですので、段取りよく時間

を使うためには、一定ファシリテーターが必要かな、と感じました。 
 
近畿ブロック研修担当：西岡正次 

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
  ◎リモート形式は集合形式に比べ受講しやすく受講層も変化したのではないかと思う。 
  ◎受講しやすさを考慮すれば、事業の企画調整担当あるいは相談支援の経験や課題意

識等を踏まて、受講の動機・目的別にカリキュラムを編成するなどを工夫し受講し

やすくすることも考えられる。そうするとブレイクアウトルームの活用も広がるの

ではないか。 
２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 
  ◎近畿ブロック、九州・沖縄ブロックでは、就労支援の活動・事業について体系的に

理解し改善する枠組みを提案させてもらったが、さまざまな意見等をいただけた。

感謝します。 
好事例とされる活動や事業の報告が受講者の自治体や地域あるいは団体にどのよう

に受け止められ参照されるのか、カリキュラムや情報発信等を工夫できないかとい

う問題意識からである。 
  ◎例えば、就労支援に期待される役割が変わり、「求職活動ができる状態」だけでな

く、個々の職業生活（キャリア）の模索・形成に寄り添う支援が問われるようにな

っている。施策としても就労準備支援や就労訓練、支援付き短期雇用、職業紹介、

定着支援などの一連の機能・役割が言われ、活動や事業もさまざまに展開されてい

る。 
◎そうした機能・役割等を意識した取組みが、①個別相談支援における効果や手法に

関わる内容なのか ②就労支援の活動・事業を分担する団体運営レベルの内容なの

か あるいは③制度に基づく事業のほか他の制度等による活動・事業も含めた地域

全体の現状や課題（就労支援のインフラ的な内容）なのか、などを分けて、好事例

等の話題について交流や議論を深めること可能であろう。ウイズ・コロナ、アフタ

ー・コロナを考えれば、事業や活動を企画調整する自治体等の担当間での交流や議

論を期待したいと思う。 

 

３．運営面の気づき 
  ◎リモート形式は受講しやすさの反面、運営事務局の負担はかなり大きいのも事実。

環境設定をはじめ特有の準備が加わり、さらに当日の進行管理、アンケート等聴取・

まとめなど。研修の満足度の向上と運営負担の効率化は引き続き重要な課題である。 
 
中国・四国ブロック研修担当：行岡みち子 

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
   今年度は新型コロナによる業務多忙と 10.5 時間の長時間の研修が影響し、受講者は

減少するのではないかと予想したが、昨年と殆ど変わらなかった。研修内容は協力県

の意向を受け受講者に身近な講師を選んで開催し、ブロック管内の各県の講師に協力

をお願いした。シンポジウムは全員が初対面でもあり、コーディネーターの高橋氏と

コメンテーターの國信氏、担当役員で打ち合わせを行い、各講師に情報をつないで進

め、実りある議論となった。質疑応答では ZOOM のチャット利用による質問や意見

の出し方に受講者が慣れていないため戸惑いがあり、運営に工夫が必要であった。忙

しいこの時期に事業所から直接参加できる ZOOM 研修は誰もが参加できる環境につ

ながり、有効であると考える。 
２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 

①参加型研修についてはグループワークでの意見交換は好評であった。しかし ZOOM 
になれていない受講者やグループでの受講者からは意見交換がしにくかったとの意 
見も出ている。自治体の規模や任務ごとのグループワークが欲しいとの意見もあっ 
た。 

②制度の理念と基本姿勢を伝えるについては「生活困窮者自立支援の根底は人が人を 
支えていくこと」、「社会から孤立させないこと」、「つながり続けることが重要」 
や「課題解決と伴走支援は支援の両輪」との多くの感想や認識が示され、理念や基 
本姿勢の理解は深まったと思う。他方、地域共生社会等の行政説明を聞きたかった 
との希望も出ており、厚生労働省からの直接の説明を期待する声も多かった。 

③任意事業（就労準備支援事業と家計改善支援事業）との連携は「実践報告はモチベ 
ーションが高まる」、「連携の重要性がよく理解できた」、「各講師の工夫や取り 
組み方に共感した」、「自分のところにも取り入れてみたい」など実践に向けた前 
向きの感想が多く出ていた。受講者全体の理解が進んだと思えるが、行政からの参 
加者が少なく残念である。 

④開催時間の計 10.5 時間について長時間であるなどの苦情や意見はなかったが、リ 
アルに出会いたいとの感想が多かった。 

⑤受講者の時間や ZOOM での負担は大きかったと思うが、参加者による評価は昨年 
と同じ 4.4 であり、好評であったと言える。 

３．運営面の気づき 
自治体職員の参加が少ないことなど、企画・運営面における都道府県の積極的主体

的なかかわりをどう作るかが、今後の課題と考える。 
 

九州・沖縄ブロック研修担当：谷口 仁史 

１．ブロック別研修を実施しての感想等 
   2 日間にわたる長時間の研修、さらには、初めてのオンライン研修ということで受

講生のモチベーションや集中力の維持等に不安があったが、充実した講師陣及び講義

内容が奏功し、受講申込者数は、関東・甲信越ブロック 235 名に次ぐ 193 名を集め、

研修全体の評価も 4.45 の高評価を得るなど成功裏に終えることができた。 
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２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 
   受講生の評価が最も高かったのが、「地域共生社会における生活困窮者自立支援事

業の行方」で 4.61 であった。改正社会福祉法によって推進強化される「地域共生社会」

と生活困窮者自立支援事業との関係性、その背景にある課題や理念、社会的孤立と「伴

走型支援」に関する支援哲学とも呼べる具体的な考え方などが分かり易く説明されて

いたことが評価につながっていた。次に評価が高かったのが 4.42 で「熊本県における

一時生活支援事業を活用した自立支援の取組」及び「佐賀県におけるアウトリーチ及

び重層的支援体制整備に係る取組」で、単なる実践事例紹介という形ではなく、取組

が開始される際の課題認識、制度化に至るまでの経緯、工夫点等が共有されたことが

評価を引き上げた。次に評価が高かったのが 4.38 でシンポジウム「自立相談支援事業

と任意事業との連携」で、総まとめに当たるディスカッションで、２日間を振り返り

つつ、重層的支援体制整備事業等地域共生社会の実現に向けた取組を基軸に、任意事

業との連携について具体的に深めることができた。その他、ブレイクアウトセッショ

ンに対する評価の声も複数寄せられていた。コロナ禍の激務で職場でのコミュニケー

ションが不全となる中、他地域の支援員等との交流によって孤独感等が軽減されたり、

課題解消に向けたヒントや動機を得ることにつながったことがコメントからうかがえ

る。 
３．運営面の気づき 
  ・次回も２日間のオンライン開催ということであれば、各ブロック間で共通の講義日

程を設定しシェアすることができれば、講師陣及び事務局側の負担も軽減できるの

ではないか。 
  ・事務局による丁寧な操作確認や事前テスト等が実施されたにも関わらず、講師によ

る画面操作がスムーズに行かない場面も一部ではあった。おそらく講師陣側の

ZOOM のバージョンや設定の違い、Wi-Fi 等のネット回線の問題が原因と考えられ

るが、次年度の講師陣にはこういった具体的なケースの情報を提供することでリス

ク回避ができるのではないか。受講生に関しても同様の対策が必要で、ZOOM の基

本的な使用方法が分からなかったり、Wi-Fi 等のネット回線の問題で途中抜けてし

まう方、マイクやスピーカーの音量の問題で聴き取りが難しい方も少数ではあった

が確認された。 
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２．受講者アンケート結果をご覧になっての所感等 
   受講生の評価が最も高かったのが、「地域共生社会における生活困窮者自立支援事

業の行方」で 4.61 であった。改正社会福祉法によって推進強化される「地域共生社会」

と生活困窮者自立支援事業との関係性、その背景にある課題や理念、社会的孤立と「伴

走型支援」に関する支援哲学とも呼べる具体的な考え方などが分かり易く説明されて

いたことが評価につながっていた。次に評価が高かったのが 4.42 で「熊本県における

一時生活支援事業を活用した自立支援の取組」及び「佐賀県におけるアウトリーチ及

び重層的支援体制整備に係る取組」で、単なる実践事例紹介という形ではなく、取組

が開始される際の課題認識、制度化に至るまでの経緯、工夫点等が共有されたことが

評価を引き上げた。次に評価が高かったのが 4.38 でシンポジウム「自立相談支援事業

と任意事業との連携」で、総まとめに当たるディスカッションで、２日間を振り返り

つつ、重層的支援体制整備事業等地域共生社会の実現に向けた取組を基軸に、任意事

業との連携について具体的に深めることができた。その他、ブレイクアウトセッショ

ンに対する評価の声も複数寄せられていた。コロナ禍の激務で職場でのコミュニケー

ションが不全となる中、他地域の支援員等との交流によって孤独感等が軽減されたり、

課題解消に向けたヒントや動機を得ることにつながったことがコメントからうかがえ

る。 
３．運営面の気づき 
  ・次回も２日間のオンライン開催ということであれば、各ブロック間で共通の講義日

程を設定しシェアすることができれば、講師陣及び事務局側の負担も軽減できるの

ではないか。 
  ・事務局による丁寧な操作確認や事前テスト等が実施されたにも関わらず、講師によ

る画面操作がスムーズに行かない場面も一部ではあった。おそらく講師陣側の

ZOOM のバージョンや設定の違い、Wi-Fi 等のネット回線の問題が原因と考えられ

るが、次年度の講師陣にはこういった具体的なケースの情報を提供することでリス

ク回避ができるのではないか。受講生に関しても同様の対策が必要で、ZOOM の基

本的な使用方法が分からなかったり、Wi-Fi 等のネット回線の問題で途中抜けてし

まう方、マイクやスピーカーの音量の問題で聴き取りが難しい方も少数ではあった

が確認された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２－５ 成果と課題 
  
（１）受講者状況 

１）申込者数は、昨年度よりも 114 名増の 953 名となった。 
２）後期国研修として位置付けられたことで、前期国研修受講者の申し込みが増える

ことが想定された。ブロック別研修受講者のうち、前期国研受講者は 607 名で、

受講者全体数の約 64％を占めた。607 名は今年度の前期国研受講者全体の約 4 割

に相当し、今回のブロック別研修は、都道府県の代替研修としての一定の役割を

果たすことができたと言える。 
３）受講者全員の所属を見ると、社会福祉協議会が一番多く（39％）、次いで民間（37％）、

行政（24％）となっている。その割合は各ブロックで大きく異なり、社会福祉協

議会が半数を超えたのは、北海道・東北ブロック（57％）、東海・北陸ブロック

（57％）、中国・四国ブロック（58％）であった。一方、関東・甲信越ブロック

で半数を超えたのは民間（57％）で、近畿ブロックは行政（44％）の参加が一番

多かったという特徴がみられた。近畿ブロックの行政参加の多さは、協力県や担

当役員からの呼びかけが影響した可能性が考えられる。 
 
（２）研修の企画について 

１）企画については、「困窮者支援制度の理念や考え方」、「就労準備支援事業、家

計改善支援事業との連携について」を押さえ、支援員同士が交流できるグループ

ワークを随所に入れた参加型研修にすることを事前に確認していた。各ブロック

の企画の詳細は担当役員が協力都道府県の意向を踏まえながら作成した。 
２）２日間（10.5 時間）と長時間に亘るオンライン研修となるため、受講者の集中力

が継続するのか不安もあったが、受講者アンケートの研修全体の評価は６ブロッ

ク平均 4.45 となり、高い評価を得ることが出来た。カメラを通しての受講者の表

情やアンケートの評価・コメントから見ても、受講者の集中力が途切れることな

く充実した研修になったと考えられる。 
３）また、アンケートのコメント欄には、具体的な感想や意見、今回の研修をどのよ

うに生かすかなど多くの書き込みがあり、受講者の研修に対する意識の高さを感

じることもできた。 
４）受講者からは、「参加できて気持ちが楽になった」「オンライン上でも意見交換

や交流ができて力をもらった」「制度や支援の基本的なことが確認できた」「担

当している事業だけでなく、他の事業についても理解が深まった」「先進事例に

学び、具体的に何をすべきかが分かった」「制度や仕組みに合わせるのではなく

一人一人にあった支援、課題解決型だけでなく見守り（伴走型）の支援が大切だ

と思った」「目の前の支援だけでなく俯瞰して捉えることができた」等、さまざ

まな学びや思いが出されている。加えて、「質問やグループワークにもっと時間

をかけたかった」「事例をもっと学びたかった」「職種別や自治体規模別のグル

ープワークを希望したい」といった、さらなる学びへの希望も出されている。 
５）さらに、担当役員のアンケート等からも、一定評価するコメントが出されており、

ブロック別研修の目的をほぼ達成することができたと考えられる。 
  ６）協力都道府県の協力については、今年度コロナ禍でのオンライン開催となったこ

ともあり、昨年度より直接的な関りが少なくなってしまった。国の後期研修とし

て都道府県研修と同等の位置づけとなり、自治体職員や支援員が都道府県の枠を

越えて、エリアで情報交換したり交流を図ることができる貴重な機会となるブロ
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ック研修においては、いかに都道府県の主体的な関りを創っていくかが大切にな

ってくる。協力都道府県を輪番制にするなど、次年度以降に向けた仕組みづくり

が必要ではないかと思われる。 
  ７）検討の仕方、カリキュラムの立案については、担当役員から次年度に向けた提案 

が出されているので、それらの意見を次年度の検討に生かしたい。 
 
 
２－６ スケジュール 
 

６月 ４日（木） 委託契約成立、事務局打合 
６月 ５日（金） 事務局打合 
６月１３日（土） 第６期第２回理事会 
６月１６日（火） 事務局打合 
６月１８日（木） 事務局打合 
６月２４日（水） 事務局打合 
７月 ７日（火） 事務局打合 
７月１３日（月） 事務局打合 
７月１４日（火） 事務局打合 
７月１５日（水） 事務局打合 
７月２２日（水） オンライン会議システム（ZOOM）研修参加 
７月２３日（木） 事務局打合 
７月２９日（水） 事務局打合 
７月３１日（金） 事務局打合 
８月 ３日（月） 事務局打合 
８月 ５日（水） オンライン会議システム（ZOOM）接続テスト実施、事務局打合 
８月１０日（月） オンライン会議システム（ZOOM）運営テスト実施 
８月１７日（月） 事務局会議 
８月１９日（水） オンライン会議システム（ZOOM）運営テスト実施 
８月２２日（土） 第６期第４回理事会 
８月２４日（月） 事務局打合 
９月 １日（火） 事務局打合 
９月 ７日（月） 事務局打合 
９月１２日（土） 第６期第５回理事会 
９月１６日（水） 東海・北陸ブロック別研修事務局打合 
９月１７日（木） オンライン会議システム（ZOOM）研修参加 
９月１８日（金） 事務局打合 
９月２４日（木） 中国・四国ブロック研修開催県（広島県）との打合 
９月２８日（月） 事務局打合 
９月２９日（火） 九州・沖縄ブロック研修開催県（佐賀県）との打合 

１０月 １日（木） 北海道・東北ブロック研修開催県（北海道）との打合 
１０月１０日（土） 第６期第６回理事会、事務局打合 
１０月１２日（月） 事務局打合 
１０月１３日（火） ブロック研修の案内、開催要項発出 
１０月１４日（水） 事務局打合 
１０月２０日（火） 厚生労働省との打合 
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ック研修においては、いかに都道府県の主体的な関りを創っていくかが大切にな

ってくる。協力都道府県を輪番制にするなど、次年度以降に向けた仕組みづくり

が必要ではないかと思われる。 
  ７）検討の仕方、カリキュラムの立案については、担当役員から次年度に向けた提案 

が出されているので、それらの意見を次年度の検討に生かしたい。 
 
 
２－６ スケジュール 
 

６月 ４日（木） 委託契約成立、事務局打合 
６月 ５日（金） 事務局打合 
６月１３日（土） 第６期第２回理事会 
６月１６日（火） 事務局打合 
６月１８日（木） 事務局打合 
６月２４日（水） 事務局打合 
７月 ７日（火） 事務局打合 
７月１３日（月） 事務局打合 
７月１４日（火） 事務局打合 
７月１５日（水） 事務局打合 
７月２２日（水） オンライン会議システム（ZOOM）研修参加 
７月２３日（木） 事務局打合 
７月２９日（水） 事務局打合 
７月３１日（金） 事務局打合 
８月 ３日（月） 事務局打合 
８月 ５日（水） オンライン会議システム（ZOOM）接続テスト実施、事務局打合 
８月１０日（月） オンライン会議システム（ZOOM）運営テスト実施 
８月１７日（月） 事務局会議 
８月１９日（水） オンライン会議システム（ZOOM）運営テスト実施 
８月２２日（土） 第６期第４回理事会 
８月２４日（月） 事務局打合 
９月 １日（火） 事務局打合 
９月 ７日（月） 事務局打合 
９月１２日（土） 第６期第５回理事会 
９月１６日（水） 東海・北陸ブロック別研修事務局打合 
９月１７日（木） オンライン会議システム（ZOOM）研修参加 
９月１８日（金） 事務局打合 
９月２４日（木） 中国・四国ブロック研修開催県（広島県）との打合 
９月２８日（月） 事務局打合 
９月２９日（火） 九州・沖縄ブロック研修開催県（佐賀県）との打合 

１０月 １日（木） 北海道・東北ブロック研修開催県（北海道）との打合 
１０月１０日（土） 第６期第６回理事会、事務局打合 
１０月１２日（月） 事務局打合 
１０月１３日（火） ブロック研修の案内、開催要項発出 
１０月１４日（水） 事務局打合 
１０月２０日（火） 厚生労働省との打合 

 

１０月２１日（水） 事務局打合 
１０月２７日（火） 事務局打合 
１０月２９日（木） 近畿ブロック研修中継会場打合 
１１月 ４日（水） 東海・北陸ブロック研修参加集約 
１１月１１日（水） 中国・四国ブロック研修参加集約 
１１月１６日（月） 東海・北陸ブロック研修中継会場打合 
１１月１８日（水） 九州・沖縄ブロック研修参加集約 
１１月１９日（木） 東海・北陸ブロック研修資料集約 
１１月２０日（金） 東海・北陸ブロック研修 ZOOM テスト 
１１月２５日（水） 近畿ブロック研修参加集約、東海・北陸ブロック研修 ZOOM テスト 
１１月２７日（金） 東海・北陸ブロック研修資料掲載 
１１月３０日（月） 中国・四国ブロック研修 ZOOM テスト 
１２月 １日（火） 九州・沖縄ブロック研修資料集約 
１２月 ２日（水）   北海道・東北ブロック研修参加集約、東海・北陸ブロック研修 ZOOM

テスト 
１２月 ３日（木） 九州・沖縄ブロック研修 ZOOM テスト 
１２月 ４日（金） 近畿ブロック研修資料集約、中国・四国ブロック研修資料掲載 
          厚生労働省との打合 
１２月 ８日（火） 東海・北陸ブロック研修中継会場設営・ZOOM テスト 
１２月 ９日（水） 東海・北陸ブロック研修（１日目・愛知中継） 
１２月１０日（木） 東海・北陸ブロック研修（２日目・愛知中継） 
１２月１１日（金） 九州・沖縄ブロック研修資料掲載、 
１２月１３日（日） 北海道・東北ブロック研修実行委員会 
１２月１４日（月） 中国・四国ブロック研修会場設営、ZOOM テスト 
１２月１５日（火） 中国・四国ブロック研修（１日目・広島中継） 
１２月１６日（水） 中国・四国ブロック研修（２日目・広島中継） 
１２月１７日（木） 近畿ブロック研修 ZOOM テスト、 
１２月２１日（月） 東海・北陸ブロック研修アンケート集約、九州・沖縄ブロック研修

会場設営、ZOOM テスト 
１２月２２日（火） 九州・沖縄ブロック研修（１日目・佐賀中継） 
１２月２３日（水） 九州・沖縄ブロック研修（２日目・佐賀中継） 
１２月２４日（木） 北海道・東北ブロック研修 ZOOM テスト 
１２月２８日（月） 中国・四国ブロック研修アンケート集約 
 
令和３年 
 １月 ６日（水） 北海道・東北ブロック研修資料掲載 、九州・沖縄ブロック研修ア

ンケート集約 
 １月 ７日（木） 関東・甲信越ブロック研修資料集約 
 １月 ８日（金） 関東・甲信越ブロック研修 ZOOM テスト 
 １月１２日（火） 近畿ブロック研修会場設営、ZOOM テスト 

１月１３日（水） 近畿ブロック研修（１日目・滋賀中継） 
 １月１４日（木） 近畿ブロック研修（２日目・滋賀中継） 
 １月１５日（金） 関東・甲信越ブロック研修資料掲載、 
 １月１９日（火） 北海道・東北ブロック研修会場設営、ZOOM テスト 
 １月２０日（水） 北海道・東北ブロック研修（１日目・仙台中継） 
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 １月２１日（木） 北海道・東北ブロック研修（２日目・仙台中継） 
 １月２５日（月） 近畿ブロック研修アンケート集約、関東・甲信越ブロック研修中継

会場設営、ZOOM テスト 
 １月２６日（火） 関東・甲信越ブロック研修（１日目・福岡中継） 
 １月２７日（水） 関東・甲信越ブロック研修（２日目・福岡中継） 
 ２月 １日（月） 北海道・東北ブロック研修アンケート集約 
 ２月 ８日（月） 関東・甲信越ブロック研修アンケート集約 
 ２月～  ３月  アンケート集約、研修修了要件対象者のアンケート提出状況、出欠

状況の連絡等の都道府県への連絡及び対象者への個別対応 
 
 
２－７ 事業運営・実施体制 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厚生労働省 

生活困窮者自立支援全国ネットワーク 

現地担当：役員 事務スタッフ３名 
業務内容：全体とりまとめ、企画立案・運営、開催地自治体や現地団体、講

師・スタッフとの調整・連絡、スケジュール・進捗管理、会計等 

協力都道府県 
企画立案・当日運営協力 

講師・スタッフ 
研修講師として登壇・研修運営 

委託 報告・相談 

連絡・調整 報告・相談 

連絡・調整 

依 頼

委託 
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 １月２１日（木） 北海道・東北ブロック研修（２日目・仙台中継） 
 １月２５日（月） 近畿ブロック研修アンケート集約、関東・甲信越ブロック研修中継

会場設営、ZOOM テスト 
 １月２６日（火） 関東・甲信越ブロック研修（１日目・福岡中継） 
 １月２７日（水） 関東・甲信越ブロック研修（２日目・福岡中継） 
 ２月 １日（月） 北海道・東北ブロック研修アンケート集約 
 ２月 ８日（月） 関東・甲信越ブロック研修アンケート集約 
 ２月～  ３月  アンケート集約、研修修了要件対象者のアンケート提出状況、出欠

状況の連絡等の都道府県への連絡及び対象者への個別対応 
 
 
２－７ 事業運営・実施体制 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厚生労働省 

生活困窮者自立支援全国ネットワーク 

現地担当：役員 事務スタッフ３名 
業務内容：全体とりまとめ、企画立案・運営、開催地自治体や現地団体、講

師・スタッフとの調整・連絡、スケジュール・進捗管理、会計等 

協力都道府県 
企画立案・当日運営協力 

講師・スタッフ 
研修講師として登壇・研修運営 

委託 報告・相談 

連絡・調整 報告・相談 

連絡・調整 

依 頼

委託 

 

２－８ 資料 
 
（１）開催要項 
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（２）受講者へのご案内（例：北海道・東北ブロック研修） 
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生活困窮者自立支援全国研究交流大会 

事業詳細 
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３．生活困窮者自立支援全国研究交流大会 

 
本事業については、別冊「第 7 回生活困窮者自立支援全国研究交流大会報告書」を事業

報告書とする。ただし、別冊にて報告していない項目について、以下に報告する。 
 
３－１ 目的 
 
 生活困窮者自立支援全国研究交流大会は今年７回目を迎える。これまで６回開催した中

で、参加者からは全国の困窮者支援に携わる行政職員や支援員、学識者等、1,000 名を超

える関係者が一堂に会し、制度の理念を再確認し、各地の先進事例に触れ、現場の実践報

告を聞き、それぞれの事業や取り組みについて分科会の場で理解を深めることができるこ

とはとても有意義であるという評価を得ている。加えて、支援をしていく中で壁にぶつか

り、孤立するなど様々な困難を抱える支援員同士が共感し、励まし合うことができ、明日

の支援への活力を得る貴重な場となっているという声が多数聞かれている。 
令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点からオンライン開催の大会とし、

オンライン上で支援に携わる人々の繋がりを確かめ合い、互いを支え合う機会とし、支援

現場が少しでも元気になれるような大会にしていくことを目的とする。 
 
 
３－２ 企画立案・実施の流れ 
 
（１）開催方法・実施日程の決定 

１）開催予定地であった京都市や大会会場の同志社大学で実行委員会の立ち上げに向けて

進み始めた段階で、新型コロナウイルス感染症が感染拡大し、開催方法をオンライン

開催に変更した。 

２）事務局は大会開催に向け、オンライン開催のノウハウ、参加者管理の方法などを習得

し、プレ企画開催の運営でオンライン会議システム（ZOOM ミーティング）の試行テ

ストを行った。大会開催へ向けて、登壇者への事務連絡、参加者募集など事務的な準

備を進めた。 

３）オンライン開催となるため、全体会・分科会の日程については、日時が重ならな

いようにし、参加しやすい曜日や時間帯を調整することとした。ただ、期間は長

期にならず２ヶ月程度（11 月 15 日～令和３年 1 月 11 日）で実施できるように

調整した。 
４）大会検討の中で、できるだけ早い日程で支援員を励ますためのプレ企画の開催と

エール動画の配信を計画した。（詳細は次項） 
  
（２）プレ企画の開催 
    コロナ禍で、生活困窮者自立支援制度に係る支援現場の疲弊、困惑、思うような

支援ができない焦りという実情を目の当たりにして、支援現場がとにかく元気にな

れるようにと 11 月からの本大会を前に 8 月下旬に「支援員へのエール動画」を困

窮者支援情報共有サイトの支援員限定ページに配信。8 月と 9 月に「プレ企画」を

開催して支援員間の交流に取り組んだ。できるだけ早い時期に実施することを優先

して、困窮者支援情報共有サイトにＩＤ登録している 847 の自治体と当団体の社員、
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役員の所属団体へ参加募集を行った。 
１）テーマ 

「コロナ禍の生活困窮者支援の現状と課題～ポストコロナとウィズコロナで生活困

窮者支援事業はどうなる？困窮者支援とこれから目指す地域共生社会」 
２）日時・内容 

①第１回プレ企画  

日時：8 月 30 日（日）14：00～16：00  

報告：生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表理事、高知市長 岡﨑 誠也  

生活困窮者自立支援全国ネットワーク理事、野洲市市民部次長 生水 裕美 

生活困窮者自立支援全国ネットワーク元研修委員 鈴木 晶子  

進行：生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表理事、中央大学教授 宮本 太郎  

司会：生活困窮者自立支援全国ネットワーク事務局次長 池田 昌弘  

参加者：47 人（行政職員 7 人、15％） 
    成果：支援現場の課題や悩み、取り組みをブレイクアウトルームを利用して参加

者の意見交換を行い、全体で共有することができた。 
②第２回プレ企画  

日時：9 月 22 日（火・祝）14：00～16：00 
報告：生活困窮者自立支援全国ネットワーク理事、野洲市市民部次長 生水 裕美 

進行：生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表理事、中央大学教授 宮本 太郎  

司会：生活困窮者自立支援全国ネットワーク事務局次長 池田 昌弘  

参加者：60 人（行政職員 13 人、22％） 
成果：第１回プレ企画の議論をさらに深め、地域共生社会の展望につながる議論

となるよう企画した。グループワークで参加者の交流を図り、グループワ

ークの内容を発表して全体で共有し、さらに役員と参加者で意見交換して

議論を深めることができた。 
３）エール動画の配信 

支援員に元気になってもらえるように、役員が所属する団体より「エール動画」

を募集したところ、４団体より応募があり、支援員限定ページに掲載した。その

案内については、ＩＤ登録自治体と当ネットワークの会員に一斉メールにて案内

した。 

  
（３）全体会・分科会の企画 

１）当団体の役員で実行委員会を開催し、開催の趣旨、企画内容、開催要綱を検討した。 

２）今年度のテーマを、『コロナウイルス禍のクライシスに抗(あらが)い、つながりを

紡ぎ生きる希望を（住民と）共に生みだそう』と決定した。 
３）コロナ禍で各企画の担当役員は登壇者と連絡を取りながら、企画内容を詰め、準備を

進めた。 

  ４）全体会１、分科会１～８、全体会２の企画は以下の通り。 

 
【全体会１】 11 月 15 日（日）  

<午前の部>  10:00~12:00 
開会挨拶：生活困窮者自立支援全国ネットワーク 代表理事 宮本 太郎 
来賓挨拶：厚生労働大臣 田村 憲久（代読 社会・援護局長 橋本 泰宏） 
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役員の所属団体へ参加募集を行った。 
１）テーマ 

「コロナ禍の生活困窮者支援の現状と課題～ポストコロナとウィズコロナで生活困

窮者支援事業はどうなる？困窮者支援とこれから目指す地域共生社会」 
２）日時・内容 

①第１回プレ企画  

日時：8 月 30 日（日）14：00～16：00  

報告：生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表理事、高知市長 岡﨑 誠也  

生活困窮者自立支援全国ネットワーク理事、野洲市市民部次長 生水 裕美 

生活困窮者自立支援全国ネットワーク元研修委員 鈴木 晶子  

進行：生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表理事、中央大学教授 宮本 太郎  

司会：生活困窮者自立支援全国ネットワーク事務局次長 池田 昌弘  

参加者：47 人（行政職員 7 人、15％） 
    成果：支援現場の課題や悩み、取り組みをブレイクアウトルームを利用して参加

者の意見交換を行い、全体で共有することができた。 
②第２回プレ企画  

日時：9 月 22 日（火・祝）14：00～16：00 
報告：生活困窮者自立支援全国ネットワーク理事、野洲市市民部次長 生水 裕美 

進行：生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表理事、中央大学教授 宮本 太郎  

司会：生活困窮者自立支援全国ネットワーク事務局次長 池田 昌弘  

参加者：60 人（行政職員 13 人、22％） 
成果：第１回プレ企画の議論をさらに深め、地域共生社会の展望につながる議論

となるよう企画した。グループワークで参加者の交流を図り、グループワ

ークの内容を発表して全体で共有し、さらに役員と参加者で意見交換して

議論を深めることができた。 
３）エール動画の配信 

支援員に元気になってもらえるように、役員が所属する団体より「エール動画」

を募集したところ、４団体より応募があり、支援員限定ページに掲載した。その

案内については、ＩＤ登録自治体と当ネットワークの会員に一斉メールにて案内

した。 

  
（３）全体会・分科会の企画 

１）当団体の役員で実行委員会を開催し、開催の趣旨、企画内容、開催要綱を検討した。 

２）今年度のテーマを、『コロナウイルス禍のクライシスに抗(あらが)い、つながりを

紡ぎ生きる希望を（住民と）共に生みだそう』と決定した。 
３）コロナ禍で各企画の担当役員は登壇者と連絡を取りながら、企画内容を詰め、準備を

進めた。 

  ４）全体会１、分科会１～８、全体会２の企画は以下の通り。 

 
【全体会１】 11 月 15 日（日）  

<午前の部>  10:00~12:00 
開会挨拶：生活困窮者自立支援全国ネットワーク 代表理事 宮本 太郎 
来賓挨拶：厚生労働大臣 田村 憲久（代読 社会・援護局長 橋本 泰宏） 

 

提言１ 「見えないつながりを取り戻す」 
講師：東京工業大学リベラルアーツ研究教育院 教授 若松 英輔 

提言２ 「生活困窮者の（在宅）の現実と課題」 
講師：医療法人社団悠翔会 理事長 佐々木 淳 

提言２ 「いのちと社会に向き合い、地域と共に育む協同のまちづくり」 
講師：南医療生活協同組合 代表理事 成瀬 幸雄 

提言４ 「見えていないニーズを掘り起こす福祉実践のあり方」 
講師：社会福祉法人福祉楽団 理事長 飯田 大輔 

前半シンポジウム 「生活困窮者自立支援制度の課題を考える」 
登壇者：提言１～４講師 
司会進行：生活困窮者自立支援全国ネットワーク 代表理事 宮本 太郎 

<午後の部> 13:00~15:30 
開会挨拶：生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表理事 岡﨑 誠也 
国会議員からのエール： 

公明党 参議院議員 山本 香苗 
自由民主党 衆議院議員 鬼木 誠 
立憲民主党 参議院議員 石橋 通宏 

提言５ 「新たな地域づくりから社会保障の未来を考える」 
講師：早稲田大学法学学術院 教授 菊池 馨実 

提言６ 「共生の基礎としての伴走／寄り添い支援」 
講師：一橋大学大学院社会学研究科 教授 猪飼 周平 

後半シンポジウム 「生活困窮者自立支援の原点を振り返る」 
      登壇者：提言５・６講師 

野洲市市民部 次長 生水 裕美 
厚生労働省社会・援護局地域福祉課 生活困窮者自立支援室長 唐木 啓介 
生活困窮者自立支援全国ネットワーク 顧問 村木 厚子 

司会進行：生活困窮者自立支援全国ネットワーク 代表理事 奥田 知志 
閉会 

 
【分科会１】 包括的支援  日時：11 月 23 日 14：00～16：30 

テーマ：生活困窮者支援を軸にした包括的支援体制へのアプローチ  
●事例発表・シンポジウム 

①社会福祉法人すぎな会 理事長補佐 山上 裕之 
②栃木県市貝町総合相談支援センター 郷間 一宏 
③高知県中土佐町社会福祉協議会 地域福祉課地域支援チーム 主任 中平 紗和 

地域福祉課相談支援チーム 主任 谷岡 裕子 
●コメンテーター 

④厚生労働省社会・援護局地域福祉課 地域共生社会支援調整係長 田代 善行 
⑤日本福祉大学 副学長 原田 正樹 

●コーディネーター 
⑥日本社会事業大学専門職大学院 客員教授 渋谷 篤男 

 
【分科会２】社会的養護と生活困窮  日時：11 月 29 日 10：00～12：30 

テーマ：社会的養護と生活困窮 
●パネラー 
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①アフターケア事業ゆずりは 所長 高橋 亜美 
②児童養護施設はぐくみの杜 高橋 克己 
③一般社団法人若草プロジェクト 理事（弁護士）牧田 史 
④千葉県中央児童相談所 支援課長 児玉 亮 

●コメンテーター 
生活困窮者自立支援全国ネットワーク 顧問 村木 厚子 

●コーディネーター 
⑤社会福祉法人生活クラブ風の村 理事長 池田 徹 

 
【分科会３】 家計改善支援  日時：12 月 5 日 14：00～16：30 

テーマ：「コロナ禍での家計改善支援。見えてきたものはなに？」 
●パネラー 

①野洲市市民部 次長 生水 裕美 
②厚生労働省社会・援護局地域福祉課 包括的支援体制整備推進官 鏑木 奈津子 
③グリーンコープ生活協同組合連合会 常務理事 行岡 みち子 

●実践報告者 
「コロナ禍における家計改善支援事業の工夫」 
④生活クラブ生活協同組合・東京たすけあいネットワーク事業部  

府中市家計改善支援員 中森 順子 
「コロナ禍・震災被害から見えた家計改善支援事業の役割」 
⑤熊本県益城町福祉課地域福祉係 係長 吉住 由美 

●コーディネーター 
⑥明治学院大学社会学部 教授 新保 美香 

 
【分科会４】 子ども・若者支援  日時：1２月６日 10：00～12：30 

テーマ：「ウィズコロナ、アフターコロナ時代における子ども・若者支援の方策」 
●パネラー 

①一般社団法人コミュニティ・メンタルヘルス・アウトリーチ協会 代表理事  
梁田 英麿 

②一般社団法人若者協同実践全国フォーラム 代表理事 古村 伸宏 
③生活困窮者自立支援全国ネットワーク 研修委員 鈴木 晶子 
④放送大学 元副学長 宮本 みち子 

●コーディネーター 
⑤認定 NPO 法人スチューデント・サポート・フェイス 代表理事 谷口 仁史 

 
【分科会５】 ともに働く  日時：12 月 6 日 14：00～16：30 

テーマ：被災地でともに働く、ともに生きる－映画「Workers 被災地に起つ」 
●パネラー 

①ワーカーズコープ･センター事業団東北事業本部登米地域福祉事業所所長 竹森幸太 
②登米市東和町鱒淵地区住民の皆さん 
③ワーカーズコープ登米地域福祉事業所 林業チーム 

●コメンテーター 
④厚生労働省社会・援護局地域福祉課 課長補佐 國信 綾希 

●コーディネーター  
⑤ワーカーズコープ・センター事業団 理事長 田中 羊子 
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④放送大学 元副学長 宮本 みち子 

●コーディネーター 
⑤認定 NPO 法人スチューデント・サポート・フェイス 代表理事 谷口 仁史 

 
【分科会５】 ともに働く  日時：12 月 6 日 14：00～16：30 

テーマ：被災地でともに働く、ともに生きる－映画「Workers 被災地に起つ」 
●パネラー 

①ワーカーズコープ･センター事業団東北事業本部登米地域福祉事業所所長 竹森幸太 
②登米市東和町鱒淵地区住民の皆さん 
③ワーカーズコープ登米地域福祉事業所 林業チーム 

●コメンテーター 
④厚生労働省社会・援護局地域福祉課 課長補佐 國信 綾希 

●コーディネーター  
⑤ワーカーズコープ・センター事業団 理事長 田中 羊子 

 

【分科会６】 居住・一時生活支援  日時：12 月 12 日 10：00～12：30 
テーマ：多様な主体を「巻き込む」居住支援  
●パネラー 

①株式会社ケア・フレンズ 吉村 和真 
②抱樸互助会 
③国土交通省 住宅局安心居住推進課 企画専門官 坂田 昌平 
④厚生労働省社会・援護局地域福祉課 生活困窮者自立支援室長 唐木 啓介 
⑤法務省保護局更生保護振興課地域連携・社会復帰支援室 室長 田中 大輔 
⑥株式会社あんど 代表取締役 西澤 希和子 

●コーディネーター 
ＮＰＯ法人やどかりサポート鹿児島 理事長（司法書士）芝田 淳 

 
【分科会７】 地域づくり  日時：12 月 12 日 14：00～16：30 

テーマ：新・地域力「住民主体による気にかけ合う地域づくり」 
 ●パネラー 

①一般社団法人 筆甫地区振興連絡協議会 事務局長 吉澤 武志 
②NPO 法人 暮らしづくりネットワーク北芝 中村 雄介 
③北谷町栄口区公民館 自治会長兼館長 島袋 艶子 

●コメンテーター 
④厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課 地域福祉専門官 玉置 隼人 
⑤一般社団法人釧路社会的企業創造協議会 副代表 櫛部 武俊 
⑥NPO 法人全国コミュニティライフサポートセンター 理事長 池田 昌弘 

●コーディネーター 
⑦日本福祉大学大学院 特任教授 平野 隆之 

 
【分科会８】 就労準備支援  日時：12 月 13 日 14：00～16：30 

テーマ：「就労準備支援利用者の小さな変化を捉える見える化ツール～ＫＰＳビジュア

ライズツール～」 
●パネラー 

①大阪市立大学 准教授 五石 敬路 
②大阪市立大学 准教授 垣田 裕介 
③京丹後市 寄り添い支援総合サポートセンター 主任 藤村 貴俊 
④一般社団法人京都自立就労サポートセンター 理事 高橋 尚子 

●コメンテーター 
⑤慶應義塾大学 教授 駒村康平 

●コーディネーター 
⑥同志社大学 教授 埋橋 孝文 

 
【全体会２】「振り返りと展望」 2021 年 1 月 11 日（月・祝）14：00～16：00 

開会挨拶：生活困窮者自立支援全国ネットワーク 代表理事 宮本 太郎 
各分科会からの報告（担当役員より） 

●パネラー：生活困窮者自立支援全国ネットワーク 代表理事 奥田知志 
     生活困窮者自立支援全国ネットワーク 理事 生水 裕美 

生活困窮者自立支援全国ネットワーク 顧問 鈴木 俊彦 
 ●コーディネーター：生活困窮者自立支援全国ネットワーク 代表理事 宮本 太郎 
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閉会挨拶：生活困窮者自立支援全国ネットワーク 代表理事 奥田 知志 
 
（４）開催要綱作成・告知・参加集約 
  〇開催要綱の作成 

企画と各登壇者の確定を受けて、それぞれの登壇者・担当者からの原稿を編集し、

大会の開催要綱を 20,000 部作成した。（開催要綱は、別冊「第７回生活困窮者自

立支援全国研究交流大会報告書」に掲載） 
  〇告知 
    「困窮者支援情報共有サイト」の当団体のホームページにオンライン開催に変更

したこと、日時を告知。開催要綱完成後ただちに、開催要綱と申込フォームを掲載。 
    開催要綱は全国の都道府県・市町村と社会福祉協議会へ送付。加えて、当ネット 

ワークの社員、会員、賛助会員へも送付。当ネットワーク役員より、可能な範囲で 
各エリアの関係者に配布した。 

  〇参加集約 
    参加申し込みフォームは「困窮者支援情報共有サイト」の委託先に作成・集約を

委託して行った。その際、個人参加、グループで参加の区分を入力して申し込める

仕組みとした。 
 
（５）当日資料・当日のオンライン会議・アンケート入力フォームの案内 
    登壇者の講演資料や報告事例等の原稿を取りまとめて編集し、当日資料を参加者

がダウンロードできるように「困窮者支援情報共有サイト」にアップロードし、申

込者に当日の入室 URL を案内する仕組みとした。全体会２回と分科会８回の資料

と案内等を都度行った。 
 
（６）当日の運営 
    大会事務局が、大会のオンライン配信拠点を担い、大会がスムーズに進行するよ

うに動いた。 
 
（７）大会ニュースの発行・掲載、アーカイブ動画の掲載 
    当日の様子をタイムリーにまとめて大会ニュースとして作成し、「困窮者支援情

報共有サイト」及び当団体のホームページに掲載した。（大会ニュースは、別冊「第

７回生活困窮者自立支援全国研究交流大会報告書」に掲載） 
    大会ニュース 1 号 11 月 18 日発行 
    大会ニュース 2 号 12 月 2 日発行 

大会ニュース 3 号 12 月 9 日発行 
    大会ニュース 4 号 12 月 17 日発行  
    大会ニュース 5 号 12 月 17 日発行 

大会ニュース 6 号 令和３年 1 月 16 日発行 
     全体会、分科会後にライブ中継した動画をアーカイブ動画として、大会参加申

込者向けに困窮者支援情報共有サイトに期間限定でパスワードを設けて掲載し、

当日参加できなかった人も視聴できるようにした。 
 
（８）アンケートの実施 
    事後評価して今後の取り組みに活用する目的で例年継続しているアンケートにつ

いては、オンライン開催を受けて、アンケート入力フォーム（Google フォーム）を
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企画と各登壇者の確定を受けて、それぞれの登壇者・担当者からの原稿を編集し、

大会の開催要綱を 20,000 部作成した。（開催要綱は、別冊「第７回生活困窮者自

立支援全国研究交流大会報告書」に掲載） 
  〇告知 
    「困窮者支援情報共有サイト」の当団体のホームページにオンライン開催に変更

したこと、日時を告知。開催要綱完成後ただちに、開催要綱と申込フォームを掲載。 
    開催要綱は全国の都道府県・市町村と社会福祉協議会へ送付。加えて、当ネット 

ワークの社員、会員、賛助会員へも送付。当ネットワーク役員より、可能な範囲で 
各エリアの関係者に配布した。 

  〇参加集約 
    参加申し込みフォームは「困窮者支援情報共有サイト」の委託先に作成・集約を

委託して行った。その際、個人参加、グループで参加の区分を入力して申し込める

仕組みとした。 
 
（５）当日資料・当日のオンライン会議・アンケート入力フォームの案内 
    登壇者の講演資料や報告事例等の原稿を取りまとめて編集し、当日資料を参加者

がダウンロードできるように「困窮者支援情報共有サイト」にアップロードし、申

込者に当日の入室 URL を案内する仕組みとした。全体会２回と分科会８回の資料

と案内等を都度行った。 
 
（６）当日の運営 
    大会事務局が、大会のオンライン配信拠点を担い、大会がスムーズに進行するよ

うに動いた。 
 
（７）大会ニュースの発行・掲載、アーカイブ動画の掲載 
    当日の様子をタイムリーにまとめて大会ニュースとして作成し、「困窮者支援情

報共有サイト」及び当団体のホームページに掲載した。（大会ニュースは、別冊「第

７回生活困窮者自立支援全国研究交流大会報告書」に掲載） 
    大会ニュース 1 号 11 月 18 日発行 
    大会ニュース 2 号 12 月 2 日発行 

大会ニュース 3 号 12 月 9 日発行 
    大会ニュース 4 号 12 月 17 日発行  
    大会ニュース 5 号 12 月 17 日発行 

大会ニュース 6 号 令和３年 1 月 16 日発行 
     全体会、分科会後にライブ中継した動画をアーカイブ動画として、大会参加申

込者向けに困窮者支援情報共有サイトに期間限定でパスワードを設けて掲載し、

当日参加できなかった人も視聴できるようにした。 
 
（８）アンケートの実施 
    事後評価して今後の取り組みに活用する目的で例年継続しているアンケートにつ

いては、オンライン開催を受けて、アンケート入力フォーム（Google フォーム）を

 

各会の当日資料と一緒に掲載して、入力してもらう仕組みとした。 
アンケートでは、各企画内容・大会運営等へ５段階で評価をしてもらい、今後の 

取り組みの参考となるように自由記入欄も設けた。延べ 784 名（延べ参加 3,013 名

の 26％）よりアンケートの入力があった。（アンケートの「プログラムの内容につ

いての評価」、「感想の一部」について、別冊「第６回生活困窮者自立支援全国研

究交流大会報告書」に掲載。尚、参加者の状況（属性や職種、都道府県）について

は、参加申込のあった 1,242 名の申込情報より集計して掲載。） 
 

（９）事後評価と今後へ向けて 
    12 月 29 日（火）の実行委員会にて振り返りを行い、令和３年 2 月 22 日（月）

の実行委員会でアンケート結果について共有し、次年度に活かす事項について確認

した 
   
 
３－３ 特徴と成果 
 
 今年度の全国研究交流大会は、コロナ禍のため初めてオンライン開催となった。例年と

は異なる準備、当日の運営となり、特徴的なことも見えてきた。別冊の大会報告書に網羅

されていない、今年度ならではの事項について、以下報告する。 
 
（１） 特徴 

１）参加申し込み、当日参加、アンケート回答数について 
大会参加申し込み者は総計で 1,242 名であったが、各全体会、分科会の当日実

際に参加した人数、アンケートの回答数は以下の通りであった。 

 
※全体会１の参加者 926 名のち、220 名はグループ参加となった。 
 分科会３はブレイクアウトセッションを実施したため、290 名を上限とした。 

  
 ２）プレ企画について 

①これまでの大会では関係者を中心に前夜祭を企画していたが、今回の大会ではコ

当日参加
数

アンケート
回答数

全体会１ 926 205

分科会 第１希望 第2希望 第３希望 第4希望 計

1 326 147 91 64 628 333 62

2 122 144 116 73 455 233 55

3 241 94 86 47 468 256 162

4 158 171 101 88 518 257 110

5 21 31 31 23 106 56 7

6 81 78 94 82 335 155 26

7 120 142 96 95 453 204 34

8 95 80 64 77 316 157 33

分科会計 3279 1651 489

全体会２ 436 90

全体会1＋
分科会1～8
＋全体会２

延べ3013 延べ784

1048

1048

参加希望数
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ロナ禍で支援員の交流を図る目的でプレ企画を２回開催した。 
②参加者の感想では、「全国に仲間がいると心強く感じた」「様々な自治体の取り組みを

聞くことができ参考になった」「日ごろ感じていることを話せて、この規模でしか聞

けないことが聞けた」「抱えている課題は同じようなことで、支援に生かせる情報を

もらえた」等、参加してよかったという声がたくさん出された。 

３）全体会１について 
①シンポジウム前半は、登壇者４人から出されたテーマに沿って「生活困窮者自立

支援制度の課題を考える」について討論した。後半は「生活困窮者自立支援の原

点を振り返る」というテーマに沿って制度に引きつけて話を展開していき、そこ

から自立相談支援はどうなっていくか、どうあるべきかという視点で話をすすめ

ていくようにした。 
②参加者の感想から「生活困窮者自立支援制度をどう考えるか原点を振り返ること

ができた」「制度の成り立ちや今後の課題などについて問題を共有できたことが

良かった」「コロナ禍の中で支援に追われてきたのでこれまでのふり返りと分析

が重要だと思った」等、制度に引きつけて支援について考える機会となったこと

が分かる。 
  ４）分科会のオンライン開催について 

    ①オンライン会議システムでグループワークを行う「ブレイクアウトルーム機能」

の利用には人数制限があるため、その機能を利用する選択が必要であった。今年

度は、その機能を利用した参加者と登壇者の双方向での交流を図ることができた

のは、分科会３のみとなった。 
②８つの分科会は日程が重ならないように分散して設定したことで、多くの参加者

が希望の分科会をいくつも聴講でき好評だった。 
５）全体会２の開催について 

①これまで大会 2 日目の最後のプログラムとしていた「大会全体の振り返り」につ

いて、今年度はオンライン開催のため、11 月～12 月にかけて開催した８分科会

開催後にすべての分科会の報告を盛り込む形での開催が可能となった。 
②1 月 11 日（月・祝）に、全体会２は「振り返りと展望」として、コロナ禍で生活

困窮者支援制度はどうだったのかを議論し、現在困窮者は給付と貸付で凌いでい

るが、その後の困窮者支援はどうあるべきかという視点から話をすすめることが

できた。 
③全体会２では、８分科会を担当した役員が登壇し、各分科会の報告を行うことで、

参加者全員で今年度の全国研究交流大会の全ての内容を共有することができた。 
 
（２）オンライン開催の成果 

１）出張、宿泊の必要がなく自宅や職場から参加できたため、今大会は初めて女性の

参加が過半数を超えた（52.1％）。また、若者、中堅の相談支援員や介護などケ

アのある方にとっても参加しやすく、若手の育成にも貢献できた。 
  ２）これまでは開催会場の周辺地域からの参加が多かったが、これまで参加が少なか 

った県からの参加が増え、すべての都道府県からの参加が得られた。 
 ３）各全体会、分科会のライブ開催後にアーカイブ動画を困窮者支援情報共有サイト

の支援員限定ページに掲載したことは、いつでも視聴できると好評だった。 
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ロナ禍で支援員の交流を図る目的でプレ企画を２回開催した。 
②参加者の感想では、「全国に仲間がいると心強く感じた」「様々な自治体の取り組みを

聞くことができ参考になった」「日ごろ感じていることを話せて、この規模でしか聞

けないことが聞けた」「抱えている課題は同じようなことで、支援に生かせる情報を

もらえた」等、参加してよかったという声がたくさん出された。 

３）全体会１について 
①シンポジウム前半は、登壇者４人から出されたテーマに沿って「生活困窮者自立

支援制度の課題を考える」について討論した。後半は「生活困窮者自立支援の原

点を振り返る」というテーマに沿って制度に引きつけて話を展開していき、そこ

から自立相談支援はどうなっていくか、どうあるべきかという視点で話をすすめ

ていくようにした。 
②参加者の感想から「生活困窮者自立支援制度をどう考えるか原点を振り返ること

ができた」「制度の成り立ちや今後の課題などについて問題を共有できたことが

良かった」「コロナ禍の中で支援に追われてきたのでこれまでのふり返りと分析

が重要だと思った」等、制度に引きつけて支援について考える機会となったこと

が分かる。 
  ４）分科会のオンライン開催について 

    ①オンライン会議システムでグループワークを行う「ブレイクアウトルーム機能」

の利用には人数制限があるため、その機能を利用する選択が必要であった。今年

度は、その機能を利用した参加者と登壇者の双方向での交流を図ることができた

のは、分科会３のみとなった。 
②８つの分科会は日程が重ならないように分散して設定したことで、多くの参加者

が希望の分科会をいくつも聴講でき好評だった。 
５）全体会２の開催について 

①これまで大会 2 日目の最後のプログラムとしていた「大会全体の振り返り」につ

いて、今年度はオンライン開催のため、11 月～12 月にかけて開催した８分科会

開催後にすべての分科会の報告を盛り込む形での開催が可能となった。 
②1 月 11 日（月・祝）に、全体会２は「振り返りと展望」として、コロナ禍で生活

困窮者支援制度はどうだったのかを議論し、現在困窮者は給付と貸付で凌いでい

るが、その後の困窮者支援はどうあるべきかという視点から話をすすめることが

できた。 
③全体会２では、８分科会を担当した役員が登壇し、各分科会の報告を行うことで、

参加者全員で今年度の全国研究交流大会の全ての内容を共有することができた。 
 
（２）オンライン開催の成果 

１）出張、宿泊の必要がなく自宅や職場から参加できたため、今大会は初めて女性の

参加が過半数を超えた（52.1％）。また、若者、中堅の相談支援員や介護などケ

アのある方にとっても参加しやすく、若手の育成にも貢献できた。 
  ２）これまでは開催会場の周辺地域からの参加が多かったが、これまで参加が少なか 

った県からの参加が増え、すべての都道府県からの参加が得られた。 
 ３）各全体会、分科会のライブ開催後にアーカイブ動画を困窮者支援情報共有サイト

の支援員限定ページに掲載したことは、いつでも視聴できると好評だった。 
 
 

 

３－４ スケジュール 
 
６月 ４日（木） 委託契約成立、事務局打合 
６月 ５日（金） 事務局打合 
６月 ８日（月） 拡大事務局会議 
６月１３日（土） 大会実行委員会（第６期第２回理事会） 
６月１６日（火） 事務局打合 
６月１８日（木） 事務局打合 
６月２４日（水） 事務局打合 
６月２９日（月） 拡大事務局会議 
７月 ７日（火） 事務局打合 
７月１３日（月） 事務局打合 
７月１４日（火） 事務局打合 
７月１５日（水） 事務局打合 
７月１７日（金） 事務局会議 
７月１８日（土） 大会実行委員会（第６期第３回理事会） 
７月２０日（月） 事務局会議 
７月２２日（水） オンライン会議システム（ZOOM）研修参加 
７月２３日（木） 事務局打合 
７月２７日（月） 全国大会プレ企画案内を社員、ID 登録自治体へ発出 
７月２９日（水） 事務局打合 
７月３０日（木） 事務局会議 
８月 ３日（月） 事務局打合 
８月 ５日（水） オンライン会議システム（ZOOM）接続テスト実施、事務局打合 
８月１０日（月） オンライン会議システム（ZOOM）運営テスト実施 
８月１７日（月） 事務局会議、プレ企画参加申し込み集約日 
８月１８日（火） 拡大事務局会議 
８月１９日（水） オンライン会議システム（ZOOM）運営テスト実施 
８月２２日（土） 大会実行委員会（第６期第４回理事会） 
８月２４日（月） 事務局打合 
８月２７日（木） 事務局会議 
８月３０日（日） 全国大会第１回プレ企画開催 
９月 １日（火） 事務局打合 
９月 ２日（水） ID 登録自治体へ「エール動画の掲載」の案内を発出 
９月 ７日（月） 事務局打合 
９月１２日（土） 大会実行委員会（第６期第５回理事会） 
９月１７日（木） オンライン会議システム（ZOOM）研修参加 
９月１８日（金） 事務局打合 
９月２２日（火） 全国大会第２回プレ企画開催 
９月２８日（月） 事務局打合 

１０月 ６日（火） 全国大会事務局会議 
１０月１０日（土） 第６期第６回理事会、事務局打合 
１０月１２日（月） 事務局打合 
１０月１４日（水） 事務局打合 
１０月１９日（月） 全国大会登壇国会議員へ挨拶 
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１０月２０日（火） 厚生労働省との打合 
１０月２１日（水） 事務局打合 
１０月２２日（木） 大会実行委員会（第６期第７回理事会） 
          第７回生活困窮者自立支援全国研究交流大会開催要綱掲載、申し込

み受付開始 
１０月２６日（月） 第７回生活困窮者自立支援全国研究交流大会開催要綱発送 
１０月２７日（火） 事務局打合 
１１月 ９日（月） 全国大会事務局会議 
１１月１２日（木） 全体会１の資料・ZOOM の案内 
１１月１３日（金） 全国大会参加申し込み最終集約 
１１月１５日（日） 全体会１（仙台中継）開催 
１１月１８日（水） 大会ニュース１号発行、全体会アーカイブ動画掲載 
１１月１９日（木） 分科会１の資料・ZOOM の案内 
１１月２３日（月） 分科会１（包括的支援・東京中継）開催 
１１月２６日（木） 分科会１アーカイブ動画掲載、分科会２の資料・ZOOM の案内 
１１月２９日（日） 分科会２（社会的擁護と生活困窮・仙台中継）開催 
１２月 ２日（水） 大会ニュース２号発行、分科会２アーカイブ動画掲載、分科会３・

４・５の資料・ZOOM の案内 
１２月 ４日（金） 厚生労働省との打合 
１２月 ５日（土） 分科会３（家計改善支援・東京中継）開催 
１２月 ６日（日） 分科会４（子ども・若者支援・東京中継）・分科会５（ともに働く・

東京中継）開催 
１２月 ９日（水） 大会ニュース３号発行、分科会３・４・５アーカイブ動画掲載、分

科会６・７・８の資料・ZOOM の案内 
１２月１２日（土） 分科会６（居住・一時生活支援京都中継）・分科会７（地域づくり・

京都中継）開催 
１２月１３日（日） 全国大会分科会８（就労準備支援・京都中継）開催 
１２月１６日（水） 大会ニュース４・５号発行、分科会６・７・８アーカイブ動画掲載 
１２月２９日（火） 大会実行委員会（第７期第２回理事会） 
 
令和３年 
 １月 ８日（金） 全体会２の資料・ZOOM の案内 

１月１１日（月） 全体会２（仙台中継）開催 
 １月１６日（土） 大会ニュース６号発行、全体会２アーカイブ動画掲載     
 ２月 １日（月） 大会報告書入稿 
 ２月２２日（月） 大会実行委員会（第７期第３回理事会） 
 ２月２６日（金） 大会報告書発送 
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１０月２０日（火） 厚生労働省との打合 
１０月２１日（水） 事務局打合 
１０月２２日（木） 大会実行委員会（第６期第７回理事会） 
          第７回生活困窮者自立支援全国研究交流大会開催要綱掲載、申し込

み受付開始 
１０月２６日（月） 第７回生活困窮者自立支援全国研究交流大会開催要綱発送 
１０月２７日（火） 事務局打合 
１１月 ９日（月） 全国大会事務局会議 
１１月１２日（木） 全体会１の資料・ZOOM の案内 
１１月１３日（金） 全国大会参加申し込み最終集約 
１１月１５日（日） 全体会１（仙台中継）開催 
１１月１８日（水） 大会ニュース１号発行、全体会アーカイブ動画掲載 
１１月１９日（木） 分科会１の資料・ZOOM の案内 
１１月２３日（月） 分科会１（包括的支援・東京中継）開催 
１１月２６日（木） 分科会１アーカイブ動画掲載、分科会２の資料・ZOOM の案内 
１１月２９日（日） 分科会２（社会的擁護と生活困窮・仙台中継）開催 
１２月 ２日（水） 大会ニュース２号発行、分科会２アーカイブ動画掲載、分科会３・

４・５の資料・ZOOM の案内 
１２月 ４日（金） 厚生労働省との打合 
１２月 ５日（土） 分科会３（家計改善支援・東京中継）開催 
１２月 ６日（日） 分科会４（子ども・若者支援・東京中継）・分科会５（ともに働く・

東京中継）開催 
１２月 ９日（水） 大会ニュース３号発行、分科会３・４・５アーカイブ動画掲載、分

科会６・７・８の資料・ZOOM の案内 
１２月１２日（土） 分科会６（居住・一時生活支援京都中継）・分科会７（地域づくり・

京都中継）開催 
１２月１３日（日） 全国大会分科会８（就労準備支援・京都中継）開催 
１２月１６日（水） 大会ニュース４・５号発行、分科会６・７・８アーカイブ動画掲載 
１２月２９日（火） 大会実行委員会（第７期第２回理事会） 
 
令和３年 
 １月 ８日（金） 全体会２の資料・ZOOM の案内 

１月１１日（月） 全体会２（仙台中継）開催 
 １月１６日（土） 大会ニュース６号発行、全体会２アーカイブ動画掲載     
 ２月 １日（月） 大会報告書入稿 
 ２月２２日（月） 大会実行委員会（第７期第３回理事会） 
 ２月２６日（金） 大会報告書発送 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３－５ 事業運営・実施体制 
  
  
 
 
 生活困窮者自立支援全国ネットワーク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厚生労働省 

生活困窮者自立支援全国ネットワーク大会実行委員会 

体制：役員１９名、事務スタッフ３名 
業務内容：全体とりまとめ、全体会・分科会企画・分担実施、関係者間の調

整・連絡、スケジュール・進捗管理、会計等 

大会事務局            

申込受付・参加者管理、大会当日運営・配信・記録等、開催要項・当日資料・

大会ニュース・大会報告書作成 

委託 報告・相談 

報告・相談 報告・相談 

全

国

大

会
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困窮者支援情報共有サイトの運営 

事業詳細 
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４．困窮者支援情報共有サイト
 
 困窮者支援情報共有サイトは、生活困窮者の
にし、多様で複合的な困難を有する生活困窮者への支援が全国的に適切に行われるように
支援することを目的と
した最新の支援情報の更新やオンラインで開
情報の掲載を随時行った。
 
 

４－１ 
 

困窮者支援
覧できるように
への支援が全国的に適切に行われるようにすることを目的とする。
 
 

４－２ 
 
（１）公開ページについて

 
１）

   
   

 

 
 

４．困窮者支援情報共有サイト

困窮者支援情報共有サイトは、生活困窮者の
にし、多様で複合的な困難を有する生活困窮者への支援が全国的に適切に行われるように
支援することを目的と
した最新の支援情報の更新やオンラインで開
情報の掲載を随時行った。

 目的 

困窮者支援情報共有サイトの運営により、困窮者支援制度に関する情報をトータルに閲
覧できるようにすることで
への支援が全国的に適切に行われるようにすることを目的とする。

 サイトの更新・活用状況

公開ページについて

１）新型コロナウイルス感染症に関する専用ページ
令和2年の年明けからの新型コロナ

人々への支援策等
続いた。
きるだけ見やすく、タイムリーに掲載する必要があると考え、情報共有サイトの
トップページに「新型コロナウイルス感染症に関する支援策等について」のバナ
ーを目立つように新設し、情報を以下の

   ① 生活者向けの支援に関する情報・・・
   ② 中小企業等事業者向けの支援に関する情報・・・

 ③ 福祉・困窮者支援施設等の感染予防に関する情報・・・
 ④ 参考になる支援の取り
 ⑤ 時系列

   ⑥ リーフレット等でまとめられた情報・・・
特に、感染拡大第１波の時期は、厚生労働省から連日通知等が

場も新しい情報を早く得る必要があ
載を心掛けた。
及んだ。常時
場に役立つページとなっている。

 

４．困窮者支援情報共有サイト

困窮者支援情報共有サイトは、生活困窮者の
にし、多様で複合的な困難を有する生活困窮者への支援が全国的に適切に行われるように
支援することを目的として令和元年
した最新の支援情報の更新やオンラインで開
情報の掲載を随時行った。 

情報共有サイトの運営により、困窮者支援制度に関する情報をトータルに閲
することで、支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑に

への支援が全国的に適切に行われるようにすることを目的とする。

サイトの更新・活用状況

公開ページについて 

新型コロナウイルス感染症に関する専用ページ
年の年明けからの新型コロナ

人々への支援策等について
。支援現場に向けて、どのような情報が出され、

きるだけ見やすく、タイムリーに掲載する必要があると考え、情報共有サイトの
トップページに「新型コロナウイルス感染症に関する支援策等について」のバナ
ーを目立つように新設し、情報を以下の

生活者向けの支援に関する情報・・・
中小企業等事業者向けの支援に関する情報・・・
福祉・困窮者支援施設等の感染予防に関する情報・・・
参考になる支援の取り
時系列 事務連絡等・・・
リーフレット等でまとめられた情報・・・

特に、感染拡大第１波の時期は、厚生労働省から連日通知等が
場も新しい情報を早く得る必要があ

心掛けた。令和３年
常時最新の情報

に役立つページとなっている。

  

４．困窮者支援情報共有サイト 

困窮者支援情報共有サイトは、生活困窮者の
にし、多様で複合的な困難を有する生活困窮者への支援が全国的に適切に行われるように

して令和元年9月に開設した。今年度は、新型コロナウイルスに関連
した最新の支援情報の更新やオンラインで開

情報共有サイトの運営により、困窮者支援制度に関する情報をトータルに閲
、支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑に

への支援が全国的に適切に行われるようにすることを目的とする。

サイトの更新・活用状況 

新型コロナウイルス感染症に関する専用ページ
年の年明けからの新型コロナ

について厚生労働省
支援現場に向けて、どのような情報が出され、

きるだけ見やすく、タイムリーに掲載する必要があると考え、情報共有サイトの
トップページに「新型コロナウイルス感染症に関する支援策等について」のバナ
ーを目立つように新設し、情報を以下の

生活者向けの支援に関する情報・・・
中小企業等事業者向けの支援に関する情報・・・
福祉・困窮者支援施設等の感染予防に関する情報・・・
参考になる支援の取り組み・・・

事務連絡等・・・
リーフレット等でまとめられた情報・・・

特に、感染拡大第１波の時期は、厚生労働省から連日通知等が
場も新しい情報を早く得る必要があ

令和３年3月10日までに
最新の情報と、時系列で

に役立つページとなっている。

 

困窮者支援情報共有サイトは、生活困窮者の支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑
にし、多様で複合的な困難を有する生活困窮者への支援が全国的に適切に行われるように

月に開設した。今年度は、新型コロナウイルスに関連
した最新の支援情報の更新やオンラインで開催となった各種研修

情報共有サイトの運営により、困窮者支援制度に関する情報をトータルに閲
、支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑に

への支援が全国的に適切に行われるようにすることを目的とする。

新型コロナウイルス感染症に関する専用ページ
年の年明けからの新型コロナウイルス感染拡大によって影響を受けた

厚生労働省をはじめ各省庁や
支援現場に向けて、どのような情報が出され、

きるだけ見やすく、タイムリーに掲載する必要があると考え、情報共有サイトの
トップページに「新型コロナウイルス感染症に関する支援策等について」のバナ
ーを目立つように新設し、情報を以下の６

生活者向けの支援に関する情報・・・
中小企業等事業者向けの支援に関する情報・・・
福祉・困窮者支援施設等の感染予防に関する情報・・・

組み・・・17
事務連絡等・・・85日分 

リーフレット等でまとめられた情報・・・
特に、感染拡大第１波の時期は、厚生労働省から連日通知等が

場も新しい情報を早く得る必要があると考え、
日までに掲載

と、時系列で過去の通知文も確認することが
に役立つページとなっている。 

支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑
にし、多様で複合的な困難を有する生活困窮者への支援が全国的に適切に行われるように

月に開設した。今年度は、新型コロナウイルスに関連
催となった各種研修

情報共有サイトの運営により、困窮者支援制度に関する情報をトータルに閲
、支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑に

への支援が全国的に適切に行われるようにすることを目的とする。

新型コロナウイルス感染症に関する専用ページの新設
ウイルス感染拡大によって影響を受けた
をはじめ各省庁や

支援現場に向けて、どのような情報が出され、
きるだけ見やすく、タイムリーに掲載する必要があると考え、情報共有サイトの
トップページに「新型コロナウイルス感染症に関する支援策等について」のバナ

６つのカテゴリーに分けて掲載した。
生活者向けの支援に関する情報・・・175件 
中小企業等事業者向けの支援に関する情報・・・
福祉・困窮者支援施設等の感染予防に関する情報・・・

17件 
 

リーフレット等でまとめられた情報・・・14
特に、感染拡大第１波の時期は、厚生労働省から連日通知等が

ると考え、昼夜休日問わず
掲載した情報は
過去の通知文も確認することが

支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑
にし、多様で複合的な困難を有する生活困窮者への支援が全国的に適切に行われるように

月に開設した。今年度は、新型コロナウイルスに関連
催となった各種研修の案内

情報共有サイトの運営により、困窮者支援制度に関する情報をトータルに閲
、支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑に

への支援が全国的に適切に行われるようにすることを目的とする。 

の新設 
ウイルス感染拡大によって影響を受けた
をはじめ各省庁や民間等から

支援現場に向けて、どのような情報が出され、何が最新情報なのかをで
きるだけ見やすく、タイムリーに掲載する必要があると考え、情報共有サイトの
トップページに「新型コロナウイルス感染症に関する支援策等について」のバナ

つのカテゴリーに分けて掲載した。
 

中小企業等事業者向けの支援に関する情報・・・15件 
福祉・困窮者支援施設等の感染予防に関する情報・・・

14件 
特に、感染拡大第１波の時期は、厚生労働省から連日通知等が

昼夜休日問わずタイムリーな
した情報は231件に上り、

過去の通知文も確認することが

支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑
にし、多様で複合的な困難を有する生活困窮者への支援が全国的に適切に行われるように

月に開設した。今年度は、新型コロナウイルスに関連
の案内等、支援に役立つ

情報共有サイトの運営により、困窮者支援制度に関する情報をトータルに閲
、支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑にし、生活困窮者

ウイルス感染拡大によって影響を受けた
等から大量の

何が最新情報なのかをで
きるだけ見やすく、タイムリーに掲載する必要があると考え、情報共有サイトの
トップページに「新型コロナウイルス感染症に関する支援策等について」のバナ

つのカテゴリーに分けて掲載した。

福祉・困窮者支援施設等の感染予防に関する情報・・・10件 

特に、感染拡大第１波の時期は、厚生労働省から連日通知等が発出され、支援現
タイムリーな

件に上り、掲載は
過去の通知文も確認することができる

支援に必要な情報やノウハウの伝達を円滑
にし、多様で複合的な困難を有する生活困窮者への支援が全国的に適切に行われるように

月に開設した。今年度は、新型コロナウイルスに関連
支援に役立つ

情報共有サイトの運営により、困窮者支援制度に関する情報をトータルに閲
生活困窮者

ウイルス感染拡大によって影響を受けた
の発信が

何が最新情報なのかをで
きるだけ見やすく、タイムリーに掲載する必要があると考え、情報共有サイトの
トップページに「新型コロナウイルス感染症に関する支援策等について」のバナ

つのカテゴリーに分けて掲載した。 

され、支援現
タイムリーな情報掲

は85日に
できる支援現
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２）生活困窮者自立支援
今年度の

ォームで受け付けることになり、
した。全国研究交流大会の開催要綱を掲載し
は大会ニュース
スワードを付与し

専用ページに掲載した内容は以下の通り。
①申込入力フォーム
②開催要綱、大会ＮＥＷＳ、報告書
③アーカーブ

    

生活困窮者自立支援
今年度の全国研究交流大会は

ォームで受け付けることになり、
全国研究交流大会の開催要綱を掲載し

は大会ニュース、報告書を
スワードを付与し期間限定で掲載した。

専用ページに掲載した内容は以下の通り。
申込入力フォーム
開催要綱、大会ＮＥＷＳ、報告書
アーカーブ動画

生活困窮者自立支援全国研究交流大会専用ページ
全国研究交流大会は

ォームで受け付けることになり、
全国研究交流大会の開催要綱を掲載し

、報告書を掲載した。
期間限定で掲載した。

専用ページに掲載した内容は以下の通り。
申込入力フォーム 
開催要綱、大会ＮＥＷＳ、報告書

動画（※大会参加申込者

全国研究交流大会専用ページ
全国研究交流大会はオンライン開催となったため、参加を申し込みフ

ォームで受け付けることになり、専用のバナーを当サイトの
全国研究交流大会の開催要綱を掲載し

掲載した。大会参加申込者向け
期間限定で掲載した。 

専用ページに掲載した内容は以下の通り。

開催要綱、大会ＮＥＷＳ、報告書 
大会参加申込者対象、期間限定）

全国研究交流大会専用ページの新設
オンライン開催となったため、参加を申し込みフ

専用のバナーを当サイトの
全国研究交流大会の開催要綱を掲載し、参加申し込みを受け付け、開催後

大会参加申込者向け
 

専用ページに掲載した内容は以下の通り。 

対象、期間限定）

の新設 
オンライン開催となったため、参加を申し込みフ

専用のバナーを当サイトのトップ
、参加申し込みを受け付け、開催後

大会参加申込者向けのアーカイブ

対象、期間限定） 

オンライン開催となったため、参加を申し込みフ
トップページ

、参加申し込みを受け付け、開催後
のアーカイブ動画

オンライン開催となったため、参加を申し込みフ
ページに設置

、参加申し込みを受け付け、開催後
動画をパ
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２）生活困窮者自立支援
今年度の

ォームで受け付けることになり、
した。全国研究交流大会の開催要綱を掲載し
は大会ニュース
スワードを付与し

専用ページに掲載した内容は以下の通り。
①申込入力フォーム
②開催要綱、大会ＮＥＷＳ、報告書
③アーカーブ

    

生活困窮者自立支援
今年度の全国研究交流大会は

ォームで受け付けることになり、
全国研究交流大会の開催要綱を掲載し

は大会ニュース、報告書を
スワードを付与し期間限定で掲載した。

専用ページに掲載した内容は以下の通り。
申込入力フォーム
開催要綱、大会ＮＥＷＳ、報告書
アーカーブ動画

生活困窮者自立支援全国研究交流大会専用ページ
全国研究交流大会は

ォームで受け付けることになり、
全国研究交流大会の開催要綱を掲載し

、報告書を掲載した。
期間限定で掲載した。

専用ページに掲載した内容は以下の通り。
申込入力フォーム 
開催要綱、大会ＮＥＷＳ、報告書

動画（※大会参加申込者

全国研究交流大会専用ページ
全国研究交流大会はオンライン開催となったため、参加を申し込みフ

ォームで受け付けることになり、専用のバナーを当サイトの
全国研究交流大会の開催要綱を掲載し

掲載した。大会参加申込者向け
期間限定で掲載した。 

専用ページに掲載した内容は以下の通り。

開催要綱、大会ＮＥＷＳ、報告書 
大会参加申込者対象、期間限定）

全国研究交流大会専用ページの新設
オンライン開催となったため、参加を申し込みフ

専用のバナーを当サイトの
全国研究交流大会の開催要綱を掲載し、参加申し込みを受け付け、開催後

大会参加申込者向け
 

専用ページに掲載した内容は以下の通り。 

対象、期間限定）

の新設 
オンライン開催となったため、参加を申し込みフ

専用のバナーを当サイトのトップ
、参加申し込みを受け付け、開催後

大会参加申込者向けのアーカイブ

対象、期間限定） 

オンライン開催となったため、参加を申し込みフ
トップページ

、参加申し込みを受け付け、開催後
のアーカイブ動画

オンライン開催となったため、参加を申し込みフ
ページに設置

、参加申し込みを受け付け、開催後
動画をパ

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）

 
  当ネットワークの

トップページにお知らせを入れ、各カテゴリーのページに掲載した。中には、自治体の
委託事業者の公募案内や全国的な支援員募集の案内
報もあった
の年度更新を行った。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 情報の更新

当ネットワークの
トップページにお知らせを入れ、各カテゴリーのページに掲載した。中には、自治体の
委託事業者の公募案内や全国的な支援員募集の案内
報もあった。加えて、令和元年度社会福祉推進事業報告書等、困窮者支援に関わる情
の年度更新を行った。

情報の更新 

当ネットワークの役員や関係団体等より寄せられた情報等（
トップページにお知らせを入れ、各カテゴリーのページに掲載した。中には、自治体の
委託事業者の公募案内や全国的な支援員募集の案内

。加えて、令和元年度社会福祉推進事業報告書等、困窮者支援に関わる情
の年度更新を行った。 

役員や関係団体等より寄せられた情報等（
トップページにお知らせを入れ、各カテゴリーのページに掲載した。中には、自治体の
委託事業者の公募案内や全国的な支援員募集の案内

。加えて、令和元年度社会福祉推進事業報告書等、困窮者支援に関わる情

役員や関係団体等より寄せられた情報等（
トップページにお知らせを入れ、各カテゴリーのページに掲載した。中には、自治体の
委託事業者の公募案内や全国的な支援員募集の案内

。加えて、令和元年度社会福祉推進事業報告書等、困窮者支援に関わる情

役員や関係団体等より寄せられた情報等（
トップページにお知らせを入れ、各カテゴリーのページに掲載した。中には、自治体の
委託事業者の公募案内や全国的な支援員募集の案内等、依頼を受けて

。加えて、令和元年度社会福祉推進事業報告書等、困窮者支援に関わる情

役員や関係団体等より寄せられた情報等（10件）を随時掲載した。
トップページにお知らせを入れ、各カテゴリーのページに掲載した。中には、自治体の

依頼を受けて
。加えて、令和元年度社会福祉推進事業報告書等、困窮者支援に関わる情

件）を随時掲載した。
トップページにお知らせを入れ、各カテゴリーのページに掲載した。中には、自治体の

依頼を受けて新たに掲載した
。加えて、令和元年度社会福祉推進事業報告書等、困窮者支援に関わる情

件）を随時掲載した。
トップページにお知らせを入れ、各カテゴリーのページに掲載した。中には、自治体の

掲載した情
。加えて、令和元年度社会福祉推進事業報告書等、困窮者支援に関わる情報
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支援員限定ぺー

）ブロック別研修専用ページ
今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、

イン研修となったことから、
oogleフォーム）

専用ページには、
 ① 各ブロック別の当日資料
 ② 各ブロック別のアンケート入力フォーム
 ③ 各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用）

   このページを
自治体は82

）つなぐ箱の新設
支援員

サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
化していきたいと考え、「つなぐ箱」を新設した。

 
 
 
 
 
 
 

限定ぺージについて

ブロック別研修専用ページ
今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、

研修となったことから、
フォーム）を掲載する専用のページを

専用ページには、
各ブロック別の当日資料
各ブロック別のアンケート入力フォーム
各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用）

このページを閲覧するに
82％から93

つなぐ箱の新設 
支援員限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当

サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
化していきたいと考え、「つなぐ箱」を新設した。

について 

ブロック別研修専用ページの新設
今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、

研修となったことから、受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム
を掲載する専用のページを

専用ページには、ブロック別に以下を掲載した。
各ブロック別の当日資料 
各ブロック別のアンケート入力フォーム
各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用）

閲覧するには自治体の
93％に増加し、

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
化していきたいと考え、「つなぐ箱」を新設した。

の新設 
今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、

受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム
を掲載する専用のページを

ブロック別に以下を掲載した。
 

各ブロック別のアンケート入力フォーム
各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用）

は自治体のＩＤ
％に増加し、支援員限定ページのアクセスが増え

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
化していきたいと考え、「つなぐ箱」を新設した。

今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、
受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム

を掲載する専用のページを支援員限定ページに
ブロック別に以下を掲載した。 

各ブロック別のアンケート入力フォーム 
各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用）

ＩＤとパスワードが必要なため、ＩＤ登録
支援員限定ページのアクセスが増え

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
化していきたいと考え、「つなぐ箱」を新設した。 

今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、
受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム

支援員限定ページに
 

各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用） 
とパスワードが必要なため、ＩＤ登録

支援員限定ページのアクセスが増え

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強

 

今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、
受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム

支援員限定ページに設けた。 

 
とパスワードが必要なため、ＩＤ登録

支援員限定ページのアクセスが増えた。

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強

今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、オンラ
受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム（G

 

とパスワードが必要なため、ＩＤ登録
た。 

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
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支援員限定ぺー

）ブロック別研修専用ページ
今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、

イン研修となったことから、
oogleフォーム）

専用ページには、
 ① 各ブロック別の当日資料
 ② 各ブロック別のアンケート入力フォーム
 ③ 各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用）

   このページを
自治体は82

）つなぐ箱の新設
支援員

サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
化していきたいと考え、「つなぐ箱」を新設した。

 
 
 
 
 
 
 

限定ぺージについて

ブロック別研修専用ページ
今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、

研修となったことから、
フォーム）を掲載する専用のページを

専用ページには、
各ブロック別の当日資料
各ブロック別のアンケート入力フォーム
各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用）

このページを閲覧するに
82％から93

つなぐ箱の新設 
支援員限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当

サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
化していきたいと考え、「つなぐ箱」を新設した。

について 

ブロック別研修専用ページの新設
今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、

研修となったことから、受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム
を掲載する専用のページを

専用ページには、ブロック別に以下を掲載した。
各ブロック別の当日資料 
各ブロック別のアンケート入力フォーム
各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用）

閲覧するには自治体の
93％に増加し、

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
化していきたいと考え、「つなぐ箱」を新設した。

の新設 
今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、

受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム
を掲載する専用のページを

ブロック別に以下を掲載した。
 

各ブロック別のアンケート入力フォーム
各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用）

は自治体のＩＤ
％に増加し、支援員限定ページのアクセスが増え

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
化していきたいと考え、「つなぐ箱」を新設した。

今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、
受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム

を掲載する専用のページを支援員限定ページに
ブロック別に以下を掲載した。 

各ブロック別のアンケート入力フォーム 
各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用）

ＩＤとパスワードが必要なため、ＩＤ登録
支援員限定ページのアクセスが増え

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強
化していきたいと考え、「つなぐ箱」を新設した。 

今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、
受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム

支援員限定ページに
 

各ブロック別のアンケート入力用紙（事前書き込み用） 
とパスワードが必要なため、ＩＤ登録

支援員限定ページのアクセスが増え

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強

 

今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、
受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム

支援員限定ページに設けた。 

 
とパスワードが必要なため、ＩＤ登録

支援員限定ページのアクセスが増えた。

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強

今年度よりブロック別研修が都道府県研修の代替として位置づけられ、オンラ
受講者向けの当日資料とアンケート入力フォーム（G

 

とパスワードが必要なため、ＩＤ登録
た。 

限定ページには、支援員同士の交流や意見交換の機能を設けている。当
サイト開設時から、お問い合わせコーナーを設けてきたが、その機能をさらに強

159 
 

「つなぐ箱」は支援員現場の声を厚生労働省に届ける仕組みとして開設した。
支援の現場で何が求められているのかを直に厚生労働省に伝え、できるだけ早く
課題を解決し、要望が実現できるよう取り組むことを目的としている。支援員が
気軽に意見が出せるように、入力フォームを設け、投稿された内容はタイムリー
に厚生労働省に届け、公表する内容は要点を絞り、無記名で掲載する仕組みとし
た。 

従来の「お問い合わせコーナー」もネーミングを「ききたい、知らせたい」に
変更し、ページレイアウト全体をリニューアルした。 

「つなぐ箱」と「ききたい、知らせたい」コーナーについては、ＩＤ登録自治
体に３月中に案内し、投稿を呼び掛けたい。 

 

 
４－３ 自治体のＩＤ登録状況 
 
（１） 全自治体の担当が変更になっても当サイトを活用していただけるよう、５月末から

６月初旬にかけて全自治体にＩＤ・パスワードを再度周知した。 
（２） ブロック別研修の当日資料のダウンロードやアンケート入力フォームをに支援員限

定ページに掲載したことで登録自治体が増えた。 
（３） 907自治体のうち、昨年３月時点で、登録自治体数742（81.8％）、未登録自治体数１

67（18.4％）だったが、今年の1月末には、登録自治体数845（93.2％）、未登録自治
体数62は（6.8％）となった。  
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困窮者支援情報共有サイト（みんなつながるネットワーク）

これまでに５回のアクセス分析を行った。

・1 回目

・2 回目

・3 回目

・4 回目

・5 回目

1 回目は新設直後で認知度が低い期間になるため、

した。 
更に今年度

2019 年

データは、

料を活用している。

 
（１）アクセス数の推移
 
＜2020年
 

 
＜2019年

   
＜４期間別アクセス数＞

 (※訪問人数よりも新規訪問人数が多いのは

①4

クセス数が増加し、

リンクが張られたことがで大幅なアクセス増となった。

 アクセス分析

困窮者支援情報共有サイト（みんなつながるネットワーク）

これまでに５回のアクセス分析を行った。

回目 2019/09/01
回目 2019/12/13
回目 2020/02/27
回目 2020/05/26
回目 2020/09/26

回目は新設直後で認知度が低い期間になるため、

 
更に今年度１年間として

年 9 月～2020
データは、(株)メディアレーベル

料を活用している。

アクセス数の推移

年3月～2021

年9月～2020

＜４期間別アクセス数＞

分析期間

12/13～2/26
2/27～5/26
5/27～9/25
9/26～2/24

※訪問人数よりも新規訪問人数が多いのは

4 月に新型コロナ感染拡大第

クセス数が増加し、

リンクが張られたことがで大幅なアクセス増となった。

新型コロナ第１波

スマートニュース掲載

前年度

アクセス分析 

困窮者支援情報共有サイト（みんなつながるネットワーク）

これまでに５回のアクセス分析を行った。

2019/09/01～2019/12/11
2019/12/13～2020/02/26
2020/02/27～2020/05/26
2020/05/26～2020/09/25
2020/09/26～2021/02/24

回目は新設直後で認知度が低い期間になるため、

年間として 2020
2020 年 2 月、

メディアレーベル

料を活用している。 

アクセス数の推移 

2021年2月＞ 

2020年2月、2020

＜４期間別アクセス数＞ 
分析期間 訪問人数

2/26 
5/26 94,472
9/25 48,701
2/24 60,951

※訪問人数よりも新規訪問人数が多いのは

月に新型コロナ感染拡大第

クセス数が増加し、スマートニュースに情報共有サイトに掲載の全国の相談窓口に

リンクが張られたことがで大幅なアクセス増となった。

新型コロナ第１波 

スマートニュース掲載 

新型コロナ第２波

前年度 2019 年 9

困窮者支援情報共有サイト（みんなつながるネットワーク）

これまでに５回のアクセス分析を行った。

2019/12/11 
2020/02/26 
2020/05/26 
2020/09/25 
2021/02/24 

回目は新設直後で認知度が低い期間になるため、

2020 年 3 月～

月、2020 年 9
メディアレーベル（再委託先）

 

2020年9月～
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これまでに５回のアクセス分析を行った。

・1 回目

・2 回目

・3 回目

・4 回目

・5 回目

1 回目は新設直後で認知度が低い期間になるため、

した。 
更に今年度

2019 年

データは、

料を活用している。

 
（１）アクセス数の推移
 
＜2020年
 

 
＜2019年

   
＜４期間別アクセス数＞

 (※訪問人数よりも新規訪問人数が多いのは

①4

クセス数が増加し、

リンクが張られたことがで大幅なアクセス増となった。

 アクセス分析

困窮者支援情報共有サイト（みんなつながるネットワーク）

これまでに５回のアクセス分析を行った。

回目 2019/09/01
回目 2019/12/13
回目 2020/02/27
回目 2020/05/26
回目 2020/09/26

回目は新設直後で認知度が低い期間になるため、

 
更に今年度１年間として

年 9 月～2020
データは、(株)メディアレーベル

料を活用している。

アクセス数の推移

年3月～2021

年9月～2020

＜４期間別アクセス数＞

分析期間

12/13～2/26
2/27～5/26
5/27～9/25
9/26～2/24

※訪問人数よりも新規訪問人数が多いのは

4 月に新型コロナ感染拡大第

クセス数が増加し、

リンクが張られたことがで大幅なアクセス増となった。

新型コロナ第１波

スマートニュース掲載

前年度

アクセス分析 

困窮者支援情報共有サイト（みんなつながるネットワーク）

これまでに５回のアクセス分析を行った。

2019/09/01～2019/12/11
2019/12/13～2020/02/26
2020/02/27～2020/05/26
2020/05/26～2020/09/25
2020/09/26～2021/02/24

回目は新設直後で認知度が低い期間になるため、

年間として 2020
2020 年 2 月、

メディアレーベル

料を活用している。 

アクセス数の推移 

2021年2月＞ 

2020年2月、2020

＜４期間別アクセス数＞ 
分析期間 訪問人数

2/26 
5/26 94,472
9/25 48,701
2/24 60,951

※訪問人数よりも新規訪問人数が多いのは

月に新型コロナ感染拡大第

クセス数が増加し、スマートニュースに情報共有サイトに掲載の全国の相談窓口に

リンクが張られたことがで大幅なアクセス増となった。

新型コロナ第１波 

スマートニュース掲載 

新型コロナ第２波

前年度 2019 年 9

困窮者支援情報共有サイト（みんなつながるネットワーク）

これまでに５回のアクセス分析を行った。

2019/12/11 
2020/02/26 
2020/05/26 
2020/09/25 
2021/02/24 

回目は新設直後で認知度が低い期間になるため、

2020 年 3 月～

月、2020 年 9
メディアレーベル（再委託先）

 

2020年9月～

訪問人数 

2,110 人 
94,472 人 
48,701 人 
60,951 人 

※訪問人数よりも新規訪問人数が多いのは

月に新型コロナ感染拡大第１波が到来し、スマートニュースへの掲載で一気にア

スマートニュースに情報共有サイトに掲載の全国の相談窓口に

リンクが張られたことがで大幅なアクセス増となった。

新型コロナ第２波

9 月～2020 年 2

困窮者支援情報共有サイト（みんなつながるネットワーク）

これまでに５回のアクセス分析を行った。 

 
 
 
 
 

回目は新設直後で認知度が低い期間になるため、

月～2021 年

9 月～2021 年

（再委託先）が

月～2021年2月

訪問回数

4,083
121,853

67,030
89,539

※訪問人数よりも新規訪問人数が多いのは URL 環境の違いによる重複など誤差が生じるため

波が到来し、スマートニュースへの掲載で一気にア

スマートニュースに情報共有サイトに掲載の全国の相談窓口に

リンクが張られたことがで大幅なアクセス増となった。

新型コロナ第２波 

2 月 

困窮者支援情報共有サイト（みんなつながるネットワーク）

回目は新設直後で認知度が低い期間になるため、2 回目～

年 2 月と、時期で半年間を比較できるよう

年 2 月のデータを取得した。

が Google アナリティクスにて分析した資

月＞ 

訪問回数 新規訪問人数

4,083 回 
121,853 回 

67,030 回 
89,539 回 

環境の違いによる重複など誤差が生じるため

波が到来し、スマートニュースへの掲載で一気にア

スマートニュースに情報共有サイトに掲載の全国の相談窓口に

リンクが張られたことがで大幅なアクセス増となった。

今年度 2020

困窮者支援情報共有サイト（みんなつながるネットワーク）を 2019

回目～5 回目のアクセス解析を比較

時期で半年間を比較できるよう

月のデータを取得した。

アナリティクスにて分析した資

新規訪問人数 

1,825 人 
95,023 人 
44,257 人 
58,766 人 

環境の違いによる重複など誤差が生じるため

波が到来し、スマートニュースへの掲載で一気にア

スマートニュースに情報共有サイトに掲載の全国の相談窓口に

リンクが張られたことがで大幅なアクセス増となった。 

新型コロナ第３波

2020 年 9 月～

2019 年 9 月に開設し、

回目のアクセス解析を比較

時期で半年間を比較できるよう

月のデータを取得した。 
アナリティクスにて分析した資

1 ヶ月当

訪問回数

 1,633
 40,618
 16,758
 17,908

環境の違いによる重複など誤差が生じるため

波が到来し、スマートニュースへの掲載で一気にア

スマートニュースに情報共有サイトに掲載の全国の相談窓口に

新型コロナ第３波 

月～2021 年 2 月 

月に開設し、

回目のアクセス解析を比較

時期で半年間を比較できるよう

アナリティクスにて分析した資

ヶ月当り 
訪問回数 

1,633 回 
40,618 回 
16,758 回 
17,908 回 

環境の違いによる重複など誤差が生じるため) 
波が到来し、スマートニュースへの掲載で一気にア

スマートニュースに情報共有サイトに掲載の全国の相談窓口に

 

 

 

②2/27～5/26 の期間は 1 ヶ月当り 4 万件のアクセスがあり、その後は徐々に落ちてい

ったが、それでも 1 ヶ月当り 1.6～1.7 万件と高いアクセス数を維持している。 
③7 月、12 月に一時的にアクセスが伸びているのは、コロナ第２波、第３波の到来や

特例貸付の延長が決定されたことが影響していると思われる。 

 
（２）メディア別 アクセス数 ＜４期間別アクセス数＞ 

 
１）スマートニュースからのアクセス数 

分析期間 訪問人数 訪問回数 新規訪問人数 1 ヶ月当り 

訪問回数 
12/13～2/26 0 人 0 回 0 人 0 回 
2/27～5/26 68,221 人 82,773 回 68,340 人 27,591 回 
5/27～9/25 23,423 人 26,401 回 20,169 人 6,600 回 
9/26～2/24 19,240 人 21,928 回 18,011 人 4,386 回 

 (※訪問人数よりも新規訪問人数が多いのは URL 環境の違いによる重複など誤差が生じるため) 
 

①4 月にスマートニュースに新設されたカテゴリー「新型コロナウイルス」の「支払

いや生活に不安のある人へ」に「今の生活に不安を抱いている方へ相談窓口」とし

て、「困窮者支援情報共有サイト」が掲載されたことで一般ユーザーからのアクセス

数が増加し、2/27～5/26 は 1 ヶ月当り 27,591 回のアクセスがあり全体のアクセス

数の約７割を占めている。 
②その後スマートニュースからのアクセスは減少し、5/27～9/25 は全体アクセスの４

割、9/26～2/24 は全体のアクセスの約 2.5 割となっている。 
 
２）Google、Yahoo!、Bing からのアクセス数 

分析期間 訪問人数 訪問回数 新規訪問人数 1 ヶ月当り 
訪問回数 

12/13～2/26 1,214 人 1,914 回 1,088 人 766 回 
2/27～5/26 17,049 人 23,712 回 16,585 人 7,904 回 
5/27～9/25 19,028 人 29,186 回 17,806 人 7,297 回 
9/26～2/24 32,078 人 46,930 回 30,351 人 9,386 回 

 
①Google、Yahoo!、Bing からのアクセスは徐々に伸びており、2/27～5/26 は 1 ヶ月

当り 7,904 回で全体のアクセスの 19％だったが、5/27～9/25 は全体アクセスの 44％、

9/26～2/24 は全体のアクセスの 52％と半数を超えている。 
②目的を持って検索してアクセスする人が増えている。 

   
３）Facebook、Line、Twitter からのアクセス 

分析期間 訪問人数 訪問回数 新規訪問人数 1 ヶ月当り訪問回数 
12/13～2/26 23 人 23 回 22 人 9 回 
2/27～5/26 2502 人 2,905 回 2,444 人 968 回 
5/27～9/25 472 人 549 回 403 人 137 回 
9/26～2/24 676 人 780 回 611 人 156 回 

   
①Facebook 等からのアクセスは 2/27～5/26 は 1 ヶ月当り 968 回と一番多く、5 月下

旬以降減少しているが、コロナ以前よりも高いアクセス数を維持している。ソーシ

ャルネットワークを通して繋がっている人も多い。また、当ネットワークのＨＰか
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ら繋がった人も 4％程度いる。 
 

（３）閲覧ページ別アクセス数 ＜2020 年 3 月～2021 年 2 月＞ 

 

１）2020 年 3 月～2021 年 2 月に訪問数が多かったページ順に掲載 

訪問ページ 訪問数 平均滞在時間 
相談したい 165,406 回 52 秒 
トップページ 59,080 回 1 分 14 秒 
新型コロナ専用ページ 51,271 回 32 秒 
知りたい 43,996 回 1 分 35 秒 
新型コロナ 生活者向けの支援情報 32,871 回 2 分 41 秒 
自立相談支援事業 24,351 回 1 分 15 秒 
住宅確保給付金 18,993 回 30 秒 
新型コロナ 時系列事務連絡 16,443 回 3 分 23 秒 
一時生活支援事業 14,735 回 1 分 12 秒 
就労準備支援事業 12,982 回 1 分 41 秒 
子ども学習・生活 11,961 回 1 分 19 秒 
全国研究交流大会 11,045 回 1 分 34 秒 
家計改善支援事業 9,909 回 1 分 42 秒 
支援員ログインページ 9,115 回 53 秒 
調べたい 7,213 回 1 分 44 秒 
学びたい 6,795 回 2 分 28 秒 
支援員専用 6,648 回 34 秒 

   
２）2020 年 3 月～2021 年 2 月に滞在時間が長かったページ順に掲載  

訪問ページ 訪問数 平均滞在時間 
ログインＩＤ登録フォーム 818 回 5 分 41 秒 
全国研究交流大会参加申込入力フォーム 2,786 回 5 分 30 秒 
分科会 7 資料 501 回 4 分 34 秒 
分科会 3 資料 344 回 4 分 21 秒 
分科会 4 資料 481 回 4 分 17 秒 
ブロック別研修アンケート入力フォーム 4,255 回 4 分 08 秒 

 
①スマートニュースからのアクセスが、直接「相談したい」に繋がるようになってい

たため、トップページより高いアクセス数となっている。 
②２番目に多いのはトップページであり、新型コロナ関係、全国研究交流大会、ブロ

ック別研修等はトップページのバナーから専用ページに入るようになっているため

と考えられる。 
③新型コロナに関連するページや困窮者支援事業の各事業に関するページの閲覧も多

い。「新型コロナ関連」の訪問が多く、特に「新型コロナ 生活者向けの支援情報」

や「新型コロナ 時系列事務連絡」は滞在時間が長く、通知文書を読むのに時間が

掛かっている可能性がある。 

④入力フォームや全国大会分科会資料のページも滞在時間が長い。 
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（４）検索ワード

 

 １）語句検索によるアクセス数

 

①検索ワードによるアクセスは今年

は

②その後、総アクセス件数は、約半分程度に減少しているが、語句検索

スは増加傾向にある。

 
 ２）検索数

①検索ワードの上位は制度の

新型コロナ第

検索ワード

１）語句検索によるアクセス数

分析期間

12/13～2/26
2/27～5/26
5/27～9/25
9/26～2/24

検索ワードによるアクセスは今年

は 12/13~2/26
その後、総アクセス件数は、約半分程度に減少しているが、語句検索

スは増加傾向にある。

２）検索数が多かった

順位 
1 位 自立相談支援機関

2 位 就労準備支援事業

3 位 一時生活支援事業

4 位 生活困窮者

5 位 自立相談支援事業

6 位 自立相談支援機関

7 位 困窮者支援情報共有サイト

8 位 生活困窮者自立支援法

9 位 みんなつながるネットワーク

10 位 コロナ

11 位 住宅確保給付金

12 位 コロナ

13 位 家計改善支援事業

14 位 自立相談支援機関とは

15 位 住居確保給付金

16 位 生活困窮者自立支援法

 ＜中略＞

24 位 住むところがない

27 位 住むところがない相談

29 位 相談したい

 

検索ワードの上位は制度の

新型コロナ第 1 波で急増

検索ワードによるアクセス数

１）語句検索によるアクセス数

分析期間 クリック数

2/26 
5/26 6,423
9/25 8,652
2/24 16,198

検索ワードによるアクセスは今年

12/13~2/26 の約 25
その後、総アクセス件数は、約半分程度に減少しているが、語句検索

スは増加傾向にある。

が多かった語句

自立相談支援機関

就労準備支援事業

一時生活支援事業

生活困窮者 

自立相談支援事業

自立相談支援機関

困窮者支援情報共有サイト

生活困窮者自立支援法

みんなつながるネットワーク

コロナ 生活困窮

住宅確保給付金

コロナ生活困窮

家計改善支援事業

自立相談支援機関とは

住居確保給付金

生活困窮者自立支援法

＜中略＞ 
住むところがない

住むところがない相談

相談したい 

検索ワードの上位は制度の

波で急増 

によるアクセス数 

１）語句検索によるアクセス数 ＜

クリック数 表示回数

213 回 
6,423 回 
8,652 回 166,981

16,198 回 418,282

検索ワードによるアクセスは今年

25 倍程度に増えた。

その後、総アクセス件数は、約半分程度に減少しているが、語句検索

スは増加傾向にある。 

語句 ＜2020
検索ワード

自立相談支援機関 
就労準備支援事業 
一時生活支援事業 

 コロナ 
自立相談支援事業 
自立相談支援機関 コロナ

困窮者支援情報共有サイト

生活困窮者自立支援法

みんなつながるネットワーク

生活困窮 
住宅確保給付金 

生活困窮 
家計改善支援事業 
自立相談支援機関とは

住居確保給付金 
生活困窮者自立支援法

住むところがない 
住むところがない相談

 

検索ワードの上位は制度の各事業名、コロナ関係が多い。

＜４期間別アクセス数＞

表示回数 

2,372 回 
95,767 回 

166,981 回 
418,282 回 

検索ワードによるアクセスは今年 4 月の新型コロナ第

倍程度に増えた。 
その後、総アクセス件数は、約半分程度に減少しているが、語句検索

2020 年 3 月～

検索ワード 

コロナ 
困窮者支援情報共有サイト 
生活困窮者自立支援法 コロナ 
みんなつながるネットワーク 

 
自立相談支援機関とは 

生活困窮者自立支援法 わかりやすく

住むところがない相談 

業名、コロナ関係が多い。

間別アクセス数＞

1 ヶ月当

クリック数

 
 
 
 

月の新型コロナ第

その後、総アクセス件数は、約半分程度に減少しているが、語句検索

月～2021 年 2

 

わかりやすく 

業名、コロナ関係が多い。

徐々に増加

間別アクセス数＞ 
ヶ月当り 

クリック数 
85 回 

2,141 回 
2,163 回 
3,240 回 

月の新型コロナ第 1 波到来により、

その後、総アクセス件数は、約半分程度に減少しているが、語句検索

2 月＞ 
クリック数

2,377 回

1,524 回

1,444 回

1,402 回

1,383 回

938 回

892 回

840 回

820 回

747 回

655 回

561 回

561 回

481 回

481 回

480 回

274 回

256 回

223 回

業名、コロナ関係が多い。 

徐々に増加 

1 ヶ月当

表示回数

 
 31,922
 41,745
 83,656

により、2/27

その後、総アクセス件数は、約半分程度に減少しているが、語句検索による

クリック数 表示回数

2,377 回 26,553
1,524 回 5,750
1,444 回 5,868
1,402 回 5,826
1,383 回 5,262

938 回 2,264
892 回 1,111
840 回 2,053
820 回 920
747 回 4,166
655 回 39,361
561 回 3,741
561 回 2,207
481 回 4,555
481 回 38,406
480 回 1,782

 
274 回 2,350
256 回 1,607
223 回 10,141

 

ヶ月当り 
表示回数 

949 回 
31,922 回 
41,745 回 
83,656 回 

2/27～5/26

によるアクセ

表示回数 
26,553 回 

5,750 回 
5,868 回 
5,826 回 
5,262 回 
2,264 回 
1,111 回 
2,053 回 

920 回 
4,166 回 

39,361 回 
3,741 回 
2,207 回 
4,555 回 

38,406 回 
1,782 回 

 
2,350 回 
1,607 回 

10,141 回 
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②制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

れたと考えられる。

③また、「コロナ

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

活用も増えている。

 

（５）閲覧地域

 
閲覧地域上

 
①緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

感染

 
（６）支援員限定ページのアクセス数（

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①5
クセスが増えている。

②さらに、
を掲載したことを

③また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
専用ページを設置したことから、

④11
 

 
 
 
 
 

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

れたと考えられる。

また、「コロナ

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

活用も増えている。

閲覧地域別アクセス数

閲覧地域上

順位 
1 位 
2 位 
3 位 
4 位 
5 位 
6 位 
7 位 
8 位 
9 位 
10 位 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

感染者の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

支援員限定ページのアクセス数（

 

5月末から6
クセスが増えている。
さらに、9月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
を掲載したことを
また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
専用ページを設置したことから、
11月と12月の単月

ＩＤ・パスワードの再周知

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

れたと考えられる。 

また、「コロナ 生活困窮」「住むところがない相談」

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

活用も増えている。 

別アクセス数

閲覧地域上位 10 位までを記載。

地域（市区町村）

大阪市 
横浜市 
新宿区 
名古屋市 
港区 
福岡市 
札幌市 
千代田区 
さいたま市

世田谷区 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

支援員限定ページのアクセス数（

6月初旬にかけて、全自治体にＩＤ・パスワード
クセスが増えている。

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
を掲載したことをＩＤ
また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
専用ページを設置したことから、

月の単月を比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

ＩＤ・パスワードの再周知

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

 

生活困窮」「住むところがない相談」

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

 

別アクセス数 ＜2020

位までを記載。

（市区町村） ユーザー数

 

 
さいたま市 

 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

支援員限定ページのアクセス数（

月初旬にかけて、全自治体にＩＤ・パスワード
クセスが増えている。 

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
ＩＤ登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
専用ページを設置したことから、

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

ＩＤ・パスワードの再周知 エール動画他の案内

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

生活困窮」「住むところがない相談」

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

2020 年 3 月～2021

位までを記載。 
ユーザー数 

27,531 人

27,108 人

10,819 人

8,881 人

6,574 人

5,521 人

5,335 人

5,052 人

3,734 人

3,483 人

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

支援員限定ページのアクセス数（2020 年 3

月初旬にかけて、全自治体にＩＤ・パスワード

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
専用ページを設置したことから、12月中旬から

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

エール動画他の案内

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

生活困窮」「住むところがない相談」「住むところがない」「相談し

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

2021 年 2 月

 新規ユーザー

人 
人 
人 
人 
人 
人 
人 
人 
人 
人 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

3 月～2021 年

月初旬にかけて、全自治体にＩＤ・パスワード

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
月中旬から2月初旬までのアクセスが増えた。

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

エール動画他の案内 

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

「住むところがない」「相談し

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

月＞ 

新規ユーザー 
26,063 人 
25,415 人 

9,675 人 
8,163 人 
8,446 人 
5,210 人 
5,043 人 
4,450 人 
3,464 人 
3,085 人 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

年 2 月） 

月初旬にかけて、全自治体にＩＤ・パスワードを再周知

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
月初旬までのアクセスが増えた。

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

ブロック別研修資料掲載

アンケート入力

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

「住むところがない」「相談し

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

セッション回数

 33,962
 32,941
 12,856
 10,638
 8,446
 8,785
 7,411
 5,835
 4,584
 3,962

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

 

再周知したことで、ア

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
月初旬までのアクセスが増えた。

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

ブロック別研修資料掲載 

アンケート入力 

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

「住むところがない」「相談し

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

セッション回数 
33,962 回 
32,941 回 
12,856 回 
10,638 回 

8,446 回 
8,785 回 
7,411 回 
5,835 回 
4,584 回 
3,962 回 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。 

たことで、ア

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。 

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
月初旬までのアクセスが増えた。 

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。 
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②制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

れたと考えられる。

③また、「コロナ

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

活用も増えている。

 

（５）閲覧地域

 
閲覧地域上

 
①緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

感染

 
（６）支援員限定ページのアクセス数（

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①5
クセスが増えている。

②さらに、
を掲載したことを

③また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
専用ページを設置したことから、

④11
 

 
 
 
 
 

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

れたと考えられる。

また、「コロナ

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

活用も増えている。

閲覧地域別アクセス数

閲覧地域上

順位 
1 位 
2 位 
3 位 
4 位 
5 位 
6 位 
7 位 
8 位 
9 位 
10 位 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

感染者の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

支援員限定ページのアクセス数（

 

5月末から6
クセスが増えている。
さらに、9月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
を掲載したことを
また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
専用ページを設置したことから、
11月と12月の単月

ＩＤ・パスワードの再周知

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

れたと考えられる。 

また、「コロナ 生活困窮」「住むところがない相談」

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

活用も増えている。 

別アクセス数

閲覧地域上位 10 位までを記載。

地域（市区町村）

大阪市 
横浜市 
新宿区 
名古屋市 
港区 
福岡市 
札幌市 
千代田区 
さいたま市

世田谷区 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

支援員限定ページのアクセス数（

6月初旬にかけて、全自治体にＩＤ・パスワード
クセスが増えている。

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
を掲載したことをＩＤ
また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
専用ページを設置したことから、

月の単月を比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

ＩＤ・パスワードの再周知

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

 

生活困窮」「住むところがない相談」

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

 

別アクセス数 ＜2020

位までを記載。

（市区町村） ユーザー数

 

 
さいたま市 

 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

支援員限定ページのアクセス数（

月初旬にかけて、全自治体にＩＤ・パスワード
クセスが増えている。 

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
ＩＤ登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
専用ページを設置したことから、

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

ＩＤ・パスワードの再周知 エール動画他の案内

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

生活困窮」「住むところがない相談」

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

2020 年 3 月～2021

位までを記載。 
ユーザー数 

27,531 人

27,108 人

10,819 人

8,881 人

6,574 人

5,521 人

5,335 人

5,052 人

3,734 人

3,483 人

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

支援員限定ページのアクセス数（2020 年 3

月初旬にかけて、全自治体にＩＤ・パスワード

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
専用ページを設置したことから、12月中旬から

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

エール動画他の案内

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

生活困窮」「住むところがない相談」「住むところがない」「相談し

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

2021 年 2 月

 新規ユーザー

人 
人 
人 
人 
人 
人 
人 
人 
人 
人 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

3 月～2021 年

月初旬にかけて、全自治体にＩＤ・パスワード

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
月中旬から2月初旬までのアクセスが増えた。

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

エール動画他の案内 

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

「住むところがない」「相談し

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

月＞ 

新規ユーザー 
26,063 人 
25,415 人 

9,675 人 
8,163 人 
8,446 人 
5,210 人 
5,043 人 
4,450 人 
3,464 人 
3,085 人 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

年 2 月） 

月初旬にかけて、全自治体にＩＤ・パスワードを再周知

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
月初旬までのアクセスが増えた。

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

ブロック別研修資料掲載

アンケート入力

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

「住むところがない」「相談し

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

セッション回数

 33,962
 32,941
 12,856
 10,638
 8,446
 8,785
 7,411
 5,835
 4,584
 3,962

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。

 

再周知したことで、ア

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
月初旬までのアクセスが増えた。

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。

ブロック別研修資料掲載 

アンケート入力 

制度に関するものが多いため、行政や支援員からのアクセスが増え、現場で活用さ

「住むところがない」「相談し

たい」など、生活に困窮した方がアクセスしたと思われる語句も多く、一般の方の

セッション回数 
33,962 回 
32,941 回 
12,856 回 
10,638 回 

8,446 回 
8,785 回 
7,411 回 
5,835 回 
4,584 回 
3,962 回 

緊急事態宣言が出された地域が上位となっており、その後もあまり順位は変わらず、

の多い地域では新型コロナ関係の情報を得る人が多かったと思われる。 

たことで、ア

月に支援員限定ページへコロナで奮闘している支援員に向けたエール動画
登録自治体に案内したことでアクセスが伸びている。 

また、支援員限定ページにブロック別研修の当日資料とアンケート入力フォームの
月初旬までのアクセスが増えた。 

比較すると、支援員限定ページのアクセスは６倍となっている。 
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４－５ 成果と課題 
 
  令和元年9月に立ち上げた「困窮者支援情報共有サイト」に、令和２年2月25日に「新

型コロナウイルス感染症に関する支援策等について」のコーナーを新設した。検索しや
すいカテゴリーに分類して、できるだけ多くの情報を掲載するようにし、85日に亘って2
31件もの情報を掲載することができた。様々な情報が錯綜する中で、厚生労働省をはじ
め国が発出する情報を中心に、各地の支援情報や民間のサイト等の案内もふくめて、信
頼に足る情報の日々の更新に努めた。 

アクセス分析にもあるように、4月の緊急事態宣言発動時は、スマートニュースに取り
上げられたことから一般からのアクセスが急増し、その後は一定のアクセスが続く経過
となった。コロナ禍で生活に困窮した人たちが支援の窓口を知ることができたことは評
価できる。加えて、「住居がない」「コロナ・生活困窮」といったキーワード検索が徐々
に増えていることは、現実に困難を抱えた人々につながっているようすがうかがえる。 

一方、支援員からのアクセスについては、新型コロナ関連の情報についての検索ワー
ドによるアクセスが継続している状況が見受けられる。加えて、今年度の全国研究交流
大会がオンライン開催となり当サイト内で申し込みを受け付け、開催後の大会ニュース
等を掲載したことでアクセスが増加している。 

また、ブロック別研修については、支援員限定ページにログインして研修資料の取得、
アンケート入力まで行ってもらう仕組みにしたことで、当サイトの活用が飛躍的に増え
た。受講者はもちろん、各自治体や委託先にとっても、当サイトの認知が広がり、活用
いただく契機となったと思われる。この間ＩＤ登録自治体へ研修案内等の情報を適宜発
信しており、支援員限定ページへのアクセス増につながっている。 

コロナ禍の中で、当サイトが一定の役割を果たすことができたのは、昼夜を問わず最
新情報の更新に努めていただいた委託先を含め関係者の協力があってこそであった。今
後は、困窮者支援に関わる人たちの情報共有や相互交流のプラットフォームにすべく、
当サイトを充実させていきたいと考える。ＩＤ登録率100％を目指し、当サイトが認知・
活用されるような情報の充実と、登録自治体への定期的・タイムリーな発信などを継続
したい。 

 
 
４－６ スケジュール 
 
 ２月２５日（火） 新型コロナウイルス感染症に関する支援策等についてバナー新設 

 新型コロナウイルス感染症に関する支援策等について随時更新 
５月２２日（金） ～５月２２日までのアクセス分析 
５月２９日（金）～登録自治体へ、ID とパスワードの再通知 
５月２９日（金） 都道府県へ未登録自治体通知 
６月 ３日（水） 再委託にかかる承認申請書提出 
７月 ２日（火） 承認通知 
８月２８日（金） 支援員限定ページにエール動画掲載 
９月２５日（金） ５月２３日～９月２５日までのアクセス分析 

令和３年 
 ３月 １日（月） ～２月２６日までのアクセス分析 

 
※上記以外にも、全国研究交流大会、ブロック別研修の事業のためのページ作成や情報

アップ・更新作業を実施。詳細は、各事業のスケジュール参照。 
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４－７ 事業運営・実施体制 
 

 
  
 
 
 生活困窮者自立支援全国ネットワーク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厚生労働省 

生活困窮者自立支援全国ネットワーク事務局 

体制：事務局長・事務スタッフ３名 
業務内容：全体とりまとめ、自治体との受発信、ヘルプデスク等問い合わせ

対応、アップ・更新情報選定・依頼、ＩＤ登録状況管理、報告等 

株式会社メディアレーベル 

ＨＰ改修（デザイン、構成等の提案・作成）、ＨＰアップ・更新作

業、アクセス分析・報告等 

委託 報告・相談 

報告・相談 委託 

情
報
サ
イ
ト
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